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社会福祉法人 八頭町社会福祉協議会 

令和７年度 事業報告書 
（令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

 
八頭町社会福祉協議会の令和７年度は、次のとおり事業を推進しました。 

 

Ⅰ 重 点 項 目 
１．小地域福祉活動の促進 

令和６年度に策定となった第３次地域福祉活動計画について、具体的な進捗

段階を示す「ロードマップ」の作成と承認を行った。これにより、まちづくり

委員会の取り組みの推進と新規設立へのアプローチ、福祉学習と福祉人材育成

の推進、重層的な支援体制の構築の３つの重点項目については、年度ごとの到

達目標が明確となり、計画の基本理念である「みんなで支え合い だれもが自

分らしく いきいきと幸せに暮らし続けられる 共生のまちづくり」をめざし

て、ロードマップに基づく各種事業を展開した。 
地域福祉活動の重点的な取り組みである「まちづくり委員会」活動推進では、

未設置であった西郡家地区について、老人クラブとの連携により「西郡家地区

健康づくりの集い」を通年で開催したことで、令和８年３月３日に設立に至っ

た。また、既設置地区においては、定着してきている地域住民のつながりづく

りや健康づくりに加え、地区福祉活動計画（コミュニティプラン）の策定に取

り組み、下私都地区、上私都地区での策定に至った。コミュニティプラン策定

により下私都地区では住民のボランティアによる生活支援活動を立ち上げるた

めのモデル事業を着手することとなり、上私都地区でも縮小する地域コミュニ

ティの今後を見据えた区長との連絡会の立ち上げが行われている。 
 

２．地域福祉を担う人材の育成 

各小学校の依頼を受けた福祉学習の講師や連続した体系的プログラム「福祉

学習サポートメニュー」の企画・発行により、学校と連携した福祉学習を進め

た。また、多様な主体が参加しつながりあえる機会の創出をめざし、福祉イベ

ントや様々な行事でのボランティア・当事者参加の拡大に尽力した。 
 

３．包括的な相談・支援体制の強化 
重層的な支援体制整備が本格実施となった包括的な相談・支援体制の強化で

は、町の既存の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化した支援ニ

ーズに対応する多機関協働事業、参加支援事業、アウトリーチ事業を受託し、

関係機関との連携を強化して相談支援体制の充実を図った。 
参加支援事業では、本人のニーズに寄り添い、地域資源との間を取り持つこ
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とで多様な資源の開拓を行い、社会とのつながりを回復する支援を行った。そ

の中でも、引きこもり状態にある方の支援として取り組んできた「ほっと×Dog
プロジェクト」は県下のみならず全国的な注目を受けており、Ｒ８年度のひき

こもり支援ステーション事業への着手へとつながった。 
 
４．社会福祉法人の連携による地域づくりの支援と地域課題解決への

取り組み 
町内５法人の法人連絡会の活動成果として、法人協働による八頭高校生のボ

ランティア受け入れ、学校の福祉学習との連携、専門職の地域活動支援、複合

課題に対応する相談連携に向けた研修等の取り組みにより、法人連携による地

域福祉推進も深めることができた。 
 

５．介護保険事業の経営安定化と事業展開 

   介護現場を取り巻く社会的背景が変化し、介護人材の確保が困難な状況下、

本所通所介護事業において、鳥取県が主催する「介護現場における生産性向上」

の伴走支援モデル事業に取組んだ。介護現場における課題を見える化し、職員、

利用者とのコミュニケーションの充実を図り、職場環境改善、人材育成とチー

ムケアの質の向上、利用者に質の高いサービスの提供に努めた。 

経営状況においては、令和元年度以降、介護報酬が減少し続け、今年度はさ

らに前年度を下回る結果となった。経営基盤を立て直すための方向展開につい

て、理事会、評議員会において協議し、次年度から通所介護事業を３か所から

２か所に統合することが決定し、組織体制の改編の道筋をつけた。 

訪問介護は、前年度比 85.1％、通所介護は、前年度比 98.5％、居宅介護支援

は、前年度比 93.7％となり、介護全体では、前年度比 96.8％と前年度を下回る

厳しい状況となった。障害者自立支援は、46.2％と前年度を大きく下回った。 

 

６．法人組織の基盤強化 

公共性が高い法人として、ガバナンス強化や事業運営の透明性の確保に努め

た。事業全体の管理、総合的・計画的な事業執行のため、随時、役員会（理事

会・評議員会）、総務・介護保険事業委員会等を開催し、法人運営と地域の実情

に応じた事業展開の検討を行った。社協だよりの発行・ホームページ等による

広報活動を行い社協活動への理解と参加促進を図るとともに、会費・寄付金等

自主財源確保に取り組み経営基盤強化に努めた。また、現況報告及び会計計算

書等を公開し、法令に添った情報公開を行った。 

 法人の自主財源については、会費納入率は 83.7％で、納入金額は前年度比

97.3％、共同募金配分金額は、前年比 105.8％、寄付金は前年度比 154.6％とな

り、地域福祉を推進していく上での町民からの貴重な財源として協力いただい

た。 
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  【 事 業 実 績 】 

１ 法人運営事業 

（１）法人の管理体制と組織の強化（重点項目） 

① 理事会の開催（理事１０名） 

回 数 開催日 
出席状況 

審 議 事 項 結果 
理事 監事 

第 1回 6 月 10 日 

8 名

／  

10 名 

2 名 

1．令和６年度事業報告書について 

2．令和６年度会計報告書について 

3. 新理事候補者の推薦について 

4. 新監事候補者の推薦について 

5. 新評議員候補者の推薦について 

6. 新評議員選任・解任委員の選任について 

7. 令和７年度第１回評議員選任・解任委

員会の開催について 

8．令和７年度第１回評議員会の開催につ

いて 

9．令和７年度社会福祉協議会経営計画に

ついて  

同意 

〃 

〃 

〃 

〃 

選任 

同意 

 

〃 

 

〃 

   

第２回 6月 26 日 

8 名

／  

10 名 

2 名 9．会長、副会長の選任について 選任 

第３回 9月 12 日 

8 名

／  

10 名 

2 名 

10. 令和７年度資金収支補正予算書（第１

回）(案)について 

11. 令和７年度会長表彰(案)について 

12. 育児・介護休業等に関する規則の改正

(案)について 

13. 令和７年度第２回評議員会の開催につ

いて 

同意 

第４回 11 月 18 日

8名 

／  

10 名 

2 名 

14．令和７年度資金収支補正予算書（第２

回）(案)について 

15. 事務決裁規程の改正について 

16. 金庫管理規程の改正について 

17. 船岡支所通所介護事業所の廃止につい

て 

18. 令和７年度第３回評議員会の開催につ

いて 

同意 

第５回 1月 19 日 

9 名 

／  

10 名 

1 名 

19. 令和７年度資金収支補正予算書（第３

回）(案)について 

20. 積立金の取崩しについて. 

21. 令和７年度第４回評議員会の開催につ

いて 

同意 
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第６回 3月 16 日 

10 名

／  

10 名 

1 名 

22．令和７年度資金収支補正予算書(第 4

回）(案)について 

23．役員報酬等に関する規程の一部改正

（案）について 

24. 事務決裁規程の一部改正(案)について 

25. 事務局及び職員に関する規程の一部改

正(案)について 

26. 事務処理規程の一部改正(案)について 

27. 就業規則の一部改正(案)について 

28. 嘱託職員就業規則の一部改正(案)につ

いて 

29. 臨時職員就業規則の一部改正(案)につ

いて 

30. 給与規程の一部改正(案)について 

31. 経理規程の一部改正(案)について 

32. 経理規程の一部改正(案)について 

33. 令和８年度役員等賠償保障契約の内容

の決定(案)について 

34．令和８年度事業計画(案)について 

35．令和８年度資金収支予算書(案)につい

て 

36. 令和７年度第５回評議員会の開催につ

いて  

同意 

 

② 監事会の開催（監事２名）               

回 数 開催日 出席状況 監 査 事 項 

第 1回 5 月 26 日 2 名 令和６年度事業報告書及び会計報告書について 

第２回 11 月 19 日 2名 
令和７年度中間事業報告書及び中間会計報告書に

ついて 

 

③ 評議員会の開催（評議員１５名）  

回 数 開催日 出席状況 審 議 事 項 結果 

第 1回 6 月 25 日 
13 名／   

15 名 

1．令和６年度事業報告書について 

2．令和６年度会計報告書について  

3. 新理事の選任について 

4. 新監事の選任について 

承認 

〃 

選任 

〃 

第２回 9月 22 日 
11 名／  

15 名 

5．令和７年度資金収支補正予算書（第１

回）(案)について 
承認 

第３回 11 月 28 日
14 名／  

15 名 

6．令和７年度資金収支補正予算書（第２

回）(案)について 

7. 船岡支所通所介護事業の廃止について 

承認 
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第４回 1月 30 日 
14 名／  

15 名 

8. 令和７年度資金収支補正予算書（第３

回）(案)について 

9. 積立金の取崩しについて 

承認 

第５回 3月 24 日 
14 名／  

15 名 

10．令和７年度資金収支補正予算書（第４

回）(案)について 

11. 役員報酬に関する規程の一部改正(案)に

ついて 

12．令和８年度事業計画(案)について  

13．令和８年度資金収支予算書(案)について 

承認 

 

④ 総務委員会、介護保険事業委員会の開催（各委員会：理事５名、監事１名） 

委員会名 開催日 出席状況 内 容 

総務委員会 8月 5日 5 名 

1．社会福祉協議会年度別収支状況につい

て 

2．令和７年度経営計画について 

介護保険事業委

員会 
8月 5日 6 名 

1．社会福祉協議会年度別収支状況につい

て 

2．介護保険事業の状況について 

 

⑤ 役職員研修会 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

5 月 30 日 
市町村社会福祉協議会常務理事・事

務局長会議 

鳥取県立福祉人材研修

センター 
1名 

7 月 4 日 緑陰大学 エースパック未来中心 10 名 

7 月 25 日 
社会を明るくする運動二町合同研究

大会 
若桜町公民館 3名 

8 月 22 日 東部地区社会福祉協議会会長会 
若桜町立地域福祉セン

ター 
2 名 

9 月 11 日 県民総合福祉大会 エースパック未来中心 14 名 

12 月 23 日 
市町村社会福祉協議会常務理事・事

務局長会議 

米子コンベンションセ

ンター 
1名 

12 月 5 日 社会福祉法人会計実務研修 オンライン 3名 

2 月 18 日 地域貢献セミナー 新日本海新聞社 5名 

3 月 3 日 東部地区社会福祉協議会会長会 
若桜町立地域福祉セン

ター 
2名 

 

⑥ 役職員人権研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

5 月 19 日 八頭町人権教育推進協議会総会 中央公民館 3名 

5 月 30 日 公正採用選考人権啓発推進員研修会 とりぎん文化会館 1名 
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（２）職員の人材育成と資質の向上（重点項目） 

① 職場内学習会 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

7 月 15 日 
安全衛生学習会「AED を使用した救

急法」 
郡家老人福祉センター 43 名 

9 月 あったかほのぼの学習会 本所・船岡・八東 全職員 

12 月 ヒヤリハット学習会 本所・船岡・八東 全職員 

 

② 外部研修への参加の促進 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

5 月 23 日・

26 日
市町村社会福祉協議会新任職員研修 倉吉福祉センター 2名 

7 月 3日～

8月 1日 

福祉職員キャリアパス対応生涯研修

中堅職員コース(2日間） 

鳥取県立福祉人材研修

センター 
4名 

9 月 8日～ 

9日 

令和 7 年度社会福祉協議会活動全国

会議 
全国社会福祉協議会 1名 

9 月 9日～

10日 

福祉職員キャリアパス対応生涯研修

チームリーダーコース 

鳥取県立福祉人材研修

センター 
2名 

9 月 30 日 苦情解決研修会 郡家老人福祉センター 5名 

 

③ 職員の社会貢献活動の実施 

地 域 活動日 活 動 内 容 

八 東 
６月３日 

７月２日 

館内清掃（窓ふき）※雨天のため 

鍛冶屋農免道路の草刈り、溝掃除 

郡 家 6 月 20 日 老人福祉センター周辺の草刈り 

船 岡 6 月 20 日 船岡保健センターバルコニー清掃活動 

 

④ 福祉関係の新規資格取得の促進 

  福祉関係資格取得についての助成を規定し、資格取得への負担を軽減する

ことにより、専門性の向上に係る自己啓発への取組を支援し、職員の資質向

上及び業務の質の向上を図った。 

  令和７年度資格取得 

   ・介護支援専門員  ２名 

 

⑤ 福祉サービス苦情解決事業  

 第三者委員 苦情相談件数 令和６年度 

八頭町 

（郡家）𠮷田文子 

（船岡）吉田律子、西村純子 

（八東）小林祐子 

0件 0 件 

 

（３）広報・啓発事業の推進 

地域福祉活動事業や社協事業等について、広く住民に理解を得ることを目的

に、広報誌やホームページ等を活用し啓発活動をした。 
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① 社協広報誌「社協だより」の発行 

年４回、6,000 部発行（7月、10月、1月、4月）  

② ホームページの運営 

   ホームページを管理運営し、インターネットの即時性を活用した情報 

発信・情報提供に努めた。 

③ 社協会費用チラシの配布（7月発行） 

福祉のまちづくりを進めるための貴重な財源として、住民に理解・協力

をしていただけるよう広報啓発を行った。 

④ SNS ツールの活用 

   情報発信の強化を目的に八頭町社協公式 Youtube チャンネル・八頭町ボ

ランティアセンター公式 LINE の開設を行った。 

 

（４）社会福祉大会の開催 

社会福祉の発展に功績のあった方を表彰し感謝の意を表するとともに、広く

住民に福祉のまちづくりの推進を図ることを目的として開催した。 

開催日  開催場所 参加者数 

11 月 9日 八東体育文化センター 223 名 

〇内容 

  ・社協会長表彰 

内容 該当項目 該当年数 該当者数 

会長表彰 民生児童委員功労 8年以上 8名 

〃 団体功労（社会福祉協議会） 6年以上 9名 

〃 まちづくり委員会   〃 2 名 

感謝状 高額寄付  1 名 

  ・西郡家地区健康づくりの集い、地域で取り組むフレイル予防 

・記念講演「人生 100年時代の栄養、食事」 

講師：中村丁次 
 

（５）寄附金事業 

① 弔電事業件数 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

弔電件数 73 件 49 件 61 件 183 件 193 件 
 

（６）自主財源の確保（重点項目） 

① 会費納入世帯数及び納入割合 

 
会費依頼数 

(7/1 現在) 

納入割合 

( ％ ) 

一般会員 

(納入世帯） 

特別会員 
合 計 

個 人 事業者 

郡 家 2,773 83.1% 2,304 1 39 2,344 

船 岡 1,053 87.6% 921 1 9 931 

八 東 1,237 81.6% 1,009 0 12 1,021 

合 計 5,063 83.7% 4,234 2 60 4,296 

令和６年度 4,985 85.3% 4,248 2 64 4,314 
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② 一般会員・特別会員（個人）納入額 

 
一般会員 

(納入額：円） 

特別会員(円) 
合 計(円) 

個 人 事業者 

郡 家 2,074,600 2,000 205,000 2,281,600 

船 岡 920,000 2,000 45,000 967,000 

八 東 946,000 0 70,000 1,016,000 

合 計 3,940,600 4,000 320,000 4,264,600 

令和６年度 4,042,100 4,000 335,000 4,381,100 

 

③ 寄付金の件数と金額 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

寄附金件数 34 件 24 件 32 件 90 件 70 件 

寄付金収入額(円)  1,092,183 660,000 2,121,547 3,873,730 2,506,411 

 

④ 共同募金配分金収入額 

 令和７年度 令和６年度 

共同募金配分金収入額(円) 3,166,000 2,844,873 

歳末たすけあい配分金収入額（円） 927,618 1,023,750 

    合 計 4,093,618 3,868,623 

 

（７）福祉機器・介護用品斡旋事業 

地域住民の在宅での生活支援事業として日常的な介護用品等の貸出・斡旋を

行い在宅福祉サービスの充実を図った。 

① 福祉機器の貸出   

       

 

（８）災害時における支援体制の推進 

① 鳥取県内社会福祉協議会災害時の相互応援協定に係る被災地職員派遣 

② 町との災害時協定による、災害ボランティアセンター設置運営 

③ 災害ボランティアセンター運営に向けた体制の整備 

開催日  内 容 場所 参加者数 

2 月 4日 災害ボランティアセンター職員研修 
郡家老人福祉セン

ター 
9名 

 

（９）第３次八頭町地域福祉活動計画（第２期八頭町地域福祉推進計画）の推進 

計画期間を６年間（令和６年度から令和１１年度）とした第２期八頭町地域

福祉推進計画２年目となり、具体的、効果的に推進するため、年度ごとの進捗

段階と計画期間満了時点での到達目標を明確にしたロードマップを策定した。 

① 地域福祉活動計画進捗管理委員の委嘱 

  進捗管理委員 18 名 

 

 

 車いす ポータブルトイレ 入浴用いす 

貸出件数  56 件  18 件 0 件 
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②地域福祉活動進捗管理委員会の開催 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

9 月 24 日 ロードマップの承認 郡家保健センター 16 名 

3 月 27 日 R7 年度実績報告・進捗評価 郡家保健センター 17 名 

 
２ 地域福祉活動事業 

地域共生社会の実現が求められる中、その重要性がますます高まっている。現

在設立され、各地区の特徴を活かした地域福祉活動をしている 13 地区まちづく

り委員会の取り組みが安定して行われ、かつ、様々な福祉課題を受け止めて、住

民同士の支え合いを広げていくことができるように、地域の想いに寄り添いなが

ら活動支援を行った。 

 

（１）小地域福祉活動の促進（重点項目） 

① まちづくり委員会活動への支援強化（重点項目） 

各地区の特徴を活かした地域福祉活動をしている１３地区まちづくり委員

会の取り組みが安定して行われ、かつ、様々な福祉課題を受け止めながら住

民同士の支え合いを広げていくことができるように、活動支援を行った。 

地域 まちづくり委員会名 拠点場所 愛称 

郡家 

上私都地区まちづくり委員会 上私都地区福祉施設 ここいち 

中私都地区まちづくり委員会 中私都地区福祉施設 ぶらっと 

下私都地区まちづくり委員会 下私都地区福祉施設 きんさいや 

東郡家地区まちづくり委員会 東郡家地区福祉施設 ふれあいの里たから 

西郡家地区まちづくり委員会 八頭町中央公民館 ふわり いくぇ～ 

大御門地区まちづくり委員会 大御門地区福祉施設 
(子育て支援センター内) 

にこにこ 

船岡 

大江地区まちづくり委員会  大江地区福祉施設 なごみ 

済美地区まちづくり委員会     済美地区福祉施設 憩や 

船岡地区まちづくり委員会 船岡地区福祉施設 ゆみりん 

隼地区まちづくり委員会 
隼地区福祉施設 
（隼 Lab．内） 

すまいる隼 

八東 

安部地区まちづくり委員会 安部地区福祉施設 
（安部地区公民館内） 

あべ茶屋 

八東地区まちづくり委員会 八東地区公民館 ほっと八東 

丹比地区まちづくり委員会 男女共同参画センター いきいき丹比 

 

〇小地域福祉活動推進会議の開催 

会議内容 関係機関 開催 

地域福祉推進計画の取組の着実な推進とまち

づくり委員会を中心とした小地域福祉活動支

援の連携 

福祉課・包括支援セ

ンター・八頭町社協 

毎月定例

開催      
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〇小地域福祉活動推進研修会の開催 

期日 実施地区 開催内容 

5月 26 日 済美地区 防災福祉マップの作成 

8月 29 日 下私都地区 福祉マップ作成・避難所運営ゲームの実施 

2月 7日 上私都地区 福祉マップ作成・地域の人とつながるワークショップ 

3月 2日 大江地区 福祉マップ作成・委員会の周知・活動とつながれる人

を見つけるワークショップ 

 

◯地区福祉活動計画策定支援 

期日 開催内容 開催場所 

4 月 26 日 第 1 回検討会（課題把握・将来ビジョンについて

協議） 

上私都地区福祉施設 

6月 28 日 第 2回検討会（具体的な活動内容について検討） 上私都地区福祉施設 

8月 30 日 第 3回検討会（原案についての検討） 上私都地区福祉施設 

12 月 5日 上私都地区まちづくり委員会（第 4 回検討会・

計画承認） 

上私都地区福祉施設 

 

〇地区福祉活動計画評価支援 

策定済地区：大御門地区・大江地区・済美地区・下私都地区・上私都地区 

 

◯生活支援スタートアップ事業の展開：下私都地区 

     地域福祉推進計画に基づく、まちづくり委員会活性化モデル事業の取り組

みの一環として新たに設けた事業。住民による生活支援活動の創出に向け

て、専門職による事業スキーム案の作成、トライアル事業の実施体制整備、

事業運営の支援を行った。 

 

〇まちづくり委員会ネットワーク会議 

開催日 内 容 開催場所 

5月 20 日 
情報共有 
ワールドカフェ方式による意見交換会 

郡家老人福祉センター 

 

〇まちづくり委員会研修会 

開催日 内 容 参加人数 備考 

7月 1日 
南部町地域振興協議会視

察受入・意見交換 
64 名 

上私都地区まちづくり委員会視

察／八頭町各地区が参加した意

見交換会 

11 月 10 日
八頭町×南部町  

「つながり合い・支え合いの

まちづくり活動発表会」 
58 名 

郡家老人福祉センター・キナル

南部（オンラインで 2会場をつ

ないで開催） 

 

〇集落支援員基礎研修 

開催日 内 容 参加人数 開催場所 

9月 4日 

10 月 9日 
生活支援相談員基礎研修 11 名 郡家老人福祉センター 
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12 月 11 日
まちづくり委員会事務局
実務基礎研修 

14 名 郡家老人福祉センター 

2月 26 日 
ボランティアコーディネ
ーション研修 

16 名 郡家老人福祉センター 

 

② 未設置地区まちづくり委員会の設立支援 

〇国中地区まちづくり委員会の設立支援 

地区に先行配置された集落支援員に対し、事業企画や運営、広報など、コ

ミュニティーソーシャルワーカー及び生活支援コーディネーターが伴走的に

支援を行った。また、地域福祉推進計画ロードマップの策定を受け、R8 年

度の設立に向けた参加者の枠を広げる取り組みに重点を置き、事業支援と関

係者間の連携強化を図った。 

 

〇西郡家地区まちづくり委員会設置に向けた展開 

  八頭町老人クラブのみずほ教育福祉財団助成による事業として「西郡家地

区健康づくりの集い」を６月より月 1 回開催し、社協・行政・社会福祉法

人連絡会による全面的な協力体制を構築した。このことにより、集いの場

の定着、担い手の確保が進み、まちづくり委員会の設立へと至った。 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

6 月 4 日 関係者によるキックオフミーティング 郡家老人福祉センター 16 名 

6 月 23 日 第 1回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 40 名 

7 月 16 日 第 2回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 31 名 

8 月 20 日 第 3回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 31 名 

9 月 17 日 第 4回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 34 名 

10 月 15 日 第 5回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 39 名 

11 月 9日 八頭町福祉大会で取り組みの実践報告 

11 月 19 日 第 6回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 36 名 

12 月 17 日 第 7回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 40 名 

1 月 21 日 第 8回健康づくりの集い 八頭町中央公民館 38 名 

2 月 18 日 第 9回健康づくりの集い 
特別養護老人ホーム

すこやか交流ホール 

43 名 

3 月 3 日 
西郡家地区まちづくり委員会設立

総会 
八頭町中央公民館 

23 名 

3 月 18 日 

第 10 回健康づくりの集い 

(まちづくり委員会への引継ぎセ

レモニー) 

特別養護老人ホーム

すこやか交流ホール 

48 名 

 

③ 集落サロン事業 

地域の一人暮らし、虚弱、高齢、障がい等のため外出の機会が少なく家に

閉じこもりがちな方々が、地域の身近な公民館等でボランティアと共にふれ

あいを深め、孤独感の解消、健康づくり・仲間づくりを通して、生きがい活

動の場となるように支援を行った。 
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 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

ふれあいサロン数 24 ヶ所 13 ヶ所 16 ヶ所 53 ヶ所 54 ヶ所 

サロン登録者数 449 名 190 名 336 名 975 名 1,040 名 

 

④ ふれあいサロン世話人連絡会 

事業実施に向けた申請手続きやサロンノートの活用について連絡会を実施

した。 

開催日 対象サロン数 開催場所 参加人数 

2月 12 日 2 サロン 国中改善センター 2名 

2 月 16 日 16 サロン 安部地区福祉施設 15 名 

2 月 19 日 15 サロン 郡家老人福祉センター 11 名 

2 月 19 日 13 サロン 船岡保健センター「メニユダ」 12 名 

2 月 24 日 3 サロン 大御門地区福祉施設 3名 

3 月 3 日 4 サロン 下私都地区福祉施設 4名 

 

⑤ 地区合同サロン/健康づくりの集いの開催 

     地区内の老人クラブやサロンなどの住民活動とまちづくり委員会との関係

構築、サロンの活動支援を目的として、「健康づくりの集い」を開催した。 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

7月 15 日 大御門地区健康づくりの集い 大御門地区福祉施設  24 名 

7 月 10 日 下私都地区健康づくりの集い 下私都地区福祉施設  36 名 

10 月 8日 八東地区健康づくりの集い 八東地区公民館   30 名 

12 月 12 日 丹比地区健康づくりの集い 八東保健センター   33 名 

2 月 24 日 大御門地区健康づくりの集い 大御門地区福祉施設   27 名 

 

⑥ 災害時における支え愛地域づくり推進事業  

地域住民組織または住民組織の連合体が主体となって、支え愛マップづく

りや地域支え愛会議、避難訓練を通じ、独居、寝たきり及び認知症の高齢者、

障がい者等（要支援者）に対する災害時の避難支援の仕組みづくりを推進し

た。また、災害時の対応を円滑に進めるための平常時の見守り等、災害時の

要支援者の避難支援に係る課題解決のための地域づくりの推進を図った。 

〇実施件数 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和 6年度 

1）災害時要支援者対策促進事業 1集落 0集落 0集落 1 集落 1集落 

2）災害時要支援ステップアップ事業 0 集落 0 集落 1 集落 1 集落 １集落 

  ※令和 7年度末までの実施集落 

  1）35 集落（姫路、麻生、市場、落岩、福本、西御門、見槻中、西谷、福井、橋

本、皆原、新興寺、日田、小別府、茂田、東市場、篠波、郡家中区、郡家西

区、新庄、北山、志谷、宮谷、才代二、若葉、万代寺、池田、三山口、才代

一、郡家東区、下日下部、岩淵、山路、横田、下徳丸） 

  2）4集落（北山、福本、岩渕、下日下部） 
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（２）地域福祉関係委員の育成と地域見守りネットワーク（こだまネットワーク）

事業の推進 

① 地域福祉推進協議会委員の設置 

住民の意見や住民の立場から見た社協事業に助言を行う委員を委嘱し、地

域福祉の推進を図った。 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

地域福祉推進協議会委員 13 名 8 名 10 名 31 名 31 名 

 

② 地域福祉推進協議会の開催 

委員会名 開催日 出席状況 内 容 

郡家地域福祉推進会議 5月 27 日 9 名 
欠員に伴う委員長・副委員長選出 

地域住民の在宅介護に関する意向に

ついての意見交換 

船岡地域福祉推進会議 5月 27 日 7 名 
地域住民の在宅介護に関する意向に

ついての意見交換 

八東地域福祉推進会議 5月 27 日  5 名 
地域住民の在宅介護に関する意向に

ついての意見交換 

かじや温泉まつりについて 

 

③ 福祉推進員の委嘱と活動支援 

近隣の住民の見守りを行い、課題のある人の早期発見につなげるため、集

落単位で福祉推進員を委嘱し、民生児童委員やボランティア、愛の輪協力員、

地区福祉推進組織（まちづくり委員会）と協力して地域の福祉課題を解決に

結びつける体制づくりを行った。 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 

福祉推進員数 64 集落中 58 名 24 集落中 23 名 39 集落中 35 名 127 集落中 116 名 

 

④ 愛の輪協力員の設置による見守りの推進 

ひとり暮らし高齢者など日常生活に不安を抱える世帯に対して、協力員に

よる声かけや見守りによる安否確認を行い、地域での見守り体制の強化を図

った。 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

見守り者数 18 名 9 名 31 名 58 名  68 名 

愛の輪協力員数 18 名 9 名 32 名 59 名 70 名 

    

⑤ 地区を基盤とした見守り体制の構築に向けた取組み 

社会構造や価値観の変化により、見守りの対象となる方は増加する一方で、

従来の委員委嘱による１対１による見守り体制の継続が困難となっていくこ

とを見据えて、八頭町地域福祉推進計画ではまちづくり委員会に「なんでも

福祉相談窓口」を設置し地域の様々な相談機能と連携し、地区を基盤とした

新たな見守り体制を構築することとなっている。 

集落支援員 2 名体制のまちづくり委員会に対し、行政担当課と共に相談窓

口設置に向けた説明を行い、10地区で窓口設置に至った。 
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なんでも福祉相談窓口設置地区：上私都・中私都・下私都・東郡家・ 
大御門・大江・済美・船岡・隼・安部 

 

（３）広域的な福祉活動の促進（重点項目） 

地域で活動するボランティア人材の発掘と育成を目的に研修・養成講座に取

り組み、ボランティアへの理解を深めるとともに、ボランティア活動者登録の

推進に取り組んだ。また、広報・啓発活動にも努め、ボランティアセンターの

機能の充実を図った。 

① ボランティアセンター運営委員会の開催 

回 数 開催日 出席/定数 内     容 

第 1回 5 月 29 日 10/13 

令和 6年度事業報告、令和 7年度事業計画

（案）、分科会についての意見交換、各活動に

ついての意見交換 

 

② ボランティア研修・養成講座の開催 

開催日 内 容 開催場所 参加者数 

4 月 23 日 
ボランティアセンター運営委員

会船岡地域分科会 
船岡保健センター 10 名 

4 月 24 日 e スポーツ体験会 郡家老人福祉センター 9名 

8 月 1日 中学生ボランティア体験事業 国中改善センター 23 名 

10 月 10 日 
地域で取り組むレクリエーショ

ン講座 
郡家老人福祉センター 13 名 

1 月 20 日 傾聴コミュニケーション講座 郡家老人福祉センター 31 名 

2 月 13 日 地域支え愛研修会 郡家老人福祉センター 12 名 

 

③ ボランティア広報紙「やずボラセンだより」発行 

  10 月 6,000 部、全戸配布 

 

④ ボランティアのグループ・個人登録数 

地域 調理 配達 デイ 傾聴 
生活支援サ

ポーター 
その他 合計 

郡 家 0 名 0 名 4 名 12 名 17 名 20 名 53 名 

船 岡 0 名 3 名 7 名 1 名 5 名 2 名 18 名 

八 東 0 名 0 名 11 名 1 名 8 名 20 名 40 名 

合 計 0 名 3 名 22 名 14 名 30 名 42 名 111 名 

令和６年度 8 名 10 名 20 名 12 名 36 名 11 名 97 名 

※生活支援サポーター地区別登録者数 

 上

私

都 

中

私

都 

下

私

都 

東

郡

家 

西

郡

家 

国

中 

大

御

門 

大

江 

済

美 

船

岡 

隼 安

部 

八

東 

丹

比 

全

体 

登録者数 0

名 

1

名 

2

名 

7

名 

3

名 

3

名 

1

名 

0

名 

0

名 

4

名 

1

名 

1

名 

4

名 

3

名 

30

名 

令和6年度 0 

名 

2

名 

5

名 

6

名 

3

名 

3 

名 

3

名 

0

名 

0

名 

5

名 

0

名 

1

名 

5

名 

3

名 

36

名 
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⑤ ボランティア団体の登録数 

地 域 団体名 活動内容 会員数 令和６年度 

郡 家 

赤十字奉仕団 環境美化、事業運営ボラン

ティア 

45 名 57 名 

やず手話の会 手話ボランティア 15 名 15 名 

船 岡 

赤十字奉仕団 環境美化、事業運営ボラン

ティア（配食･調理等） 

73 名 71 名 

大江 生活を見つめる会 環境美化、会食調理、配達 9 名 9 名 

八 東 赤十字奉仕団 
環境美化、事業運営ボラン

ティア 
37 名 36 名 

合 計   179 名 188 名 

 

⑥ ボランティアの団体育成助成事業 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

ボランティア団体助成数 2団体 2団体 1団体 5 団体 6団体 

 

⑦ 地域団体によるボランティア活動 

団体名 活動日 活 動 内 容 

郡家赤十字奉仕団 5月 21 日 郡家老人福祉センター周辺の草刈り 

船岡赤十字奉仕団 5月 13 日 船岡保健センター周辺の草取り 

花つくりボランティア 6月 9 日 八東地域福祉センターの花植え 

八東赤十字奉仕団 6月 10 日 八東地域福祉センターの草取り 

民協八東支部 6月 10 日 八東地域福祉センターの草取り 

済美老人クラブ 6月 27 日 船岡保健センター周辺の草取り 

八頭町身体障害者福祉協会 10 月 8日 八東地域福祉センターの草取り 

八頭町シルバー人材センター 10 月 15 日 
郡家老人福祉センター周辺の草刈

り・剪定 

かじや温泉まつり実行委員会 11 月 4 日 八東地域福祉センター中庭草取り 

大江緑寿会 11 月 5日 船岡保健センター周辺の草取り 

花つくりボランティア 11 月 10 日 八東地域福祉センターの花植え 

 

（４）福祉学習の推進と担い手づくり（重点項目） 

児童、生徒、学生のボランティアを積極的に受け入れ、福祉の心を育てる取

り組みを推進した。また、地域での共生型交流事業等を通じて地域住民の福祉

学習を進めた。 

① 福祉教育指定校の設置 

町内の全学校を福祉教育推進校に指定し、児童・生徒の福祉意識の高揚と

ボランティア活動への積極的な参加促進を図った。 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 

小学校数 2校 1 校 1 校 4 校 

中学校数 1校 ― ― 1 校 
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② 福祉教育指定校との意見交換会・担当職員連絡会の開催 

開催期日 指定校 内容 

6月 12 日 小・中学校 5校 
各校と本会をオンラインでつなぎ、福祉教育推進校助

成ならびに生産活動助成について、各校における福祉

学習への協力・連携について説明・確認 

 

③ 生徒への福祉体験学習の実施  
  町内の中学生、高校生等の福祉体験学習の場を提供し、そこから得られる

出会いと共感の中から、心を育み、社会福祉への理解と関心を深めることを

目的に実施した。 

開催日 事業内容 開催場所及び開催校 参加者数 

5 月 13～15 日 「ワクワク八頭中」受入れ 社協本所・各支所 3名 

9 月 28 日 
八頭町福祉まつり小中学生ボラ

ンティア 
八東総合運動公園 15 名 

 

④ 「福祉学習サポートメニュー」の発行 

 高齢者体験、地域との交流コーディネート、ゲストティーチャー派遣な

ど、学校に対する福祉学習支援メニューを冊子化して町内小中学校へ提供

することで、学校と連携した福祉学習プログラムづくりを進めた。 

 

⑤  町内小中学校への講師派遣・交流行事支援 

開催日 講演・授業内容 
開催場所及び

開催校 
参加者数 

5 月 20 日 授業「あいサポートキッズ学習」 

郡家東小学校  

（5年生） 
21 名 

5 月 28 日 車いす体験 

6月 4日 授業「高齢者との交流に向けた事前学習」 

7 月 15 日 東郡家地区まちづくり委員会との交流会 

10 月 15 日 車いす体験 
郡家西小学校

（3年生） 
57 名 

5 月 30 日 高齢者疑似体験 

郡家西小学校   

（5年生） 
53 名 

7 月 4 日 高齢者との交流行事（高齢者 21名参加） 

9月 19 日 
授業「年をとるってどんなこと？」（講師派

遣調整） 

10 月 31 日 高齢者との交流行事（高齢者 19名参加） 

6月 19 日 授業「あいサポートキッズ学習」 
船 岡 小 学 校   

（4年生） 
20 名 

9 月 11 日 
授業「バリアフリーについて、年をとること

について」 

船 岡 小 学 校

（3年生） 
22 名 

 
⑥  八頭高校との連携 
〇看護医療類型コース 当事者との語り合いプログラム実施  

八頭高校看護医療類型コース 3年生に対し、障がいや疾病の当事者・家族 
との語りあいを通じ、わが事として受け止めて共感的な理解を進めることを
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目的とした「当事者との語り合いプログラム」を実施した。  

・令和 7年度：生徒数 18名   
開催日 内 容 場 所 

10 月 7 日 導入授業（語り合いの意義と心構え） 八頭高等学校 

10 月 14 日 当事者との出会い・交流（モルック体験） 八頭高等学校 

10 月 28 日 当事者との語り合い（直腸機能障がいの方） 八頭高等学校 

11 月 11 日 当事者との語り合い（脊椎損傷受傷の方） 八頭高等学校 

11 月 18 日 当事者との語りあい（ダウン症の子を持つ親） 八頭高等学校 

11 月 25 日 振返りワークショップ 八頭高等学校 

12 月 9 日 当事者との再会・想いの交換 八頭高等学校 

 

◯鳥取県福祉教育推進校 プログラム支援（令和 6年度～令和 8年度） 

八頭高校からの協力要請を受け、学校で行う地域との交流・連携につい

てコーディネートを行った。 

     

 〇八頭高校と赤十字奉仕団との交流・連携 

開催日 内 容 場 所 

9 月 5 日 八頭高校文化祭へ赤十字奉仕団で出店 八頭高等学校 

2月 24 日 八頭高校家庭科クラブと赤十字奉仕団交流会 八頭高等学校 

 

〇八頭高校生に対するボランティア意識調査の実施 

     令和 7 年 7 月 1 日～7 月 18 日 GOOGLE フォームによるオンライン無記名

アンケートを実施した。配布数 698 件／回収率 88 件（回答率 12.6％）うち、

ボランティアへの参加意向を持つ生徒は、4.5％であった。 

 

〇バリアフリーワークショップの実施支援 

     八頭町社会福祉法人連絡会との連携をコーディネートし、各法人から専門

職と法人に関わりのある障がいの当事者等の参加を得て、社会にある有形

無形のバリアについて考えるワークショップを行った。 

開催日 内 容 場 所 

12 月 23 日 

災害避難所をシチュエーションに設定し、心身の状

況、世代や属性など様々な人が避難した場合のバリ

アについて考え、日常生活のバリアへと思考を広げ

るワークショップ 

八頭高等学校 

 

〇八頭高校生と地域の高齢者との交流行事 

    地域の高齢者を学校に招き、高校生が考えた体操やレクリエーションを行

うプログラムの開催について学校からのリクエストを受けて、地域の集い

の場とのコーディネートを行った。 

開催日 内 容 場 所 

1 月 15 日 八頭高校生と西郡家・国中地区の高齢者との交流 八頭高等学校 
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⑦ 美作大学ソーシャルワーク実習生受入 

   大学で専門課程を履修している学生に対し、社会福祉専門職に求められる

姿勢、態度及びソーシャルワーク技術を身につける実地指導の場を提供するこ

とで、地域の福祉人材の育成に取り組むとともに、本会が行う福祉サービスの

向上及び本会職員の育成に役立てることを目的として実施した。 

【生活科学部 福祉社会学科（4年生）】 

期 間 内 容 場所 受入人数 

8 月 5日～9月 17 日 

（24 日間）192 時間 

実習プログラムを作成し、目

標に沿った指導を実施 

郡家老人福祉セ

ンター他 

１名 

 

⑧ 福祉学習プラットフォームの推進(重点項目) 

地域福祉推進計画において、世代や性別、障がいや疾病の有無にかかわら

ず、地域の様々な人が属性や枠組みを超えて出会い、学び合い、互いを理解

するきっかけとなる”場”づくりと、よりよい在り方を目指した”活動”ま

でを「福祉学習プラットフォーム」として定義づけている。その出会い・学

び合いを進めていくために、出会いの場づくりを支援した。 

〇共生型交流事業による地域での福祉学習 

                地域住民と地域の子どもたち、当事者やその家族、高校生ボランティア

等の交流を行い、その地域を知るとともに、地域の良さを確認し、互いの

理解を深める福祉学習として共生型交流事業を推進した。 
開催日 内 容 開催場所 参加者数 

  6 月 14 日  済美地区児童保護者連絡会  済美地区福祉施設 役員、小学生保
護者６名 

7月 28 日～ 
8 月 18 日 

（内、3日間）

さいみっ子スクール 
（長期休暇中の児童の居場
所づくり） 

済美地区福祉施設他 
 

役員、児童・
中学生 18 名 

8 月 18 日 八東地区まちづくり委員会
こども交流会 

八頭町中央人権啓発
センター 

役員、小学
生・保護者 12
名 

12 月 26 日 さいみっ子クリスマス会 済美地区福祉施設 役員、児童・
中学生 16 名 

 

⑨ 学生・教職員の福祉体験実習の受入れ 

障がい者、高齢者等に対する介護・介助の経験と交流の体験、学生等の資

格取得のための実習の受入れ支援を行った。また、専門人材育成を目的とし

たまちづくり委員会での医療・福祉専門職の地域実習の受け入れを調整した。 

〇まちづくり委員会への看護実習生の受け入れ 

期 間 受 入 受入人数 

8月 4日～8月 21 日 12 地区まちづくり委員会 延べ 36名 

 
〇医療・福祉系大学・専門学校の地域実習受入れ 

開催日 内 容 開催場所 受入人数 

6 月 4 日 「健康とリラクゼーション」 鳥取市医療看護専門学校 38 名 

6 月 18 日 「地域と看護を知る実習」 郡家老人福祉センター  38 名 
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八頭町の紹介／社協・福祉団体・ま

ちづくり委員会の説明 

8 月 23 日 「地域と看護を知る実習」 
三障がい団体合同体育大会 

八東体育文化センター 12 名 

9 月 28 日 「地域と看護を知る実習」 
八頭町福祉まつり 

八東総合運動公園 12 名 

10 月 18 日 八頭町老人クラブ連合会 20周年
記念福祉大会 

郡家東小学校 12 名 

 
〇鳥取看護大学 

開催日 内 容 開催場所 受入人数 

8 月 21 日 「実習前オリエンテーション」 
まちづくり委員会の活動と地域概況 

郡家老人福祉センター 11 名 

8 月 22 日 「看護学統合実習」 
地域住民への訪問インタビュー 

安部地区・隼地区 11 名 

9 月 10 日 「看護学統合実習」 
健康教室実施に向けたリハーサル・地

域づくりの専門職による助言 

郡家老人福祉センター  11 名 

9 月 16 日 「看護学統合実習」 
安部地区・隼地区での健康教室実施 

安部地区・隼地区 11 名 

9 月 17 日 「看護学統合実習」 
健康教室実施後の地域住民への再イ

ンタビュー 

安部地区・隼地区 11 名 

9 月 19 日 「看護学統合実習」実習報告会 安部地区福祉施設 11 名 

 

⑩ 教育委員会・福祉課・社協 福祉教育推進に向けた連絡会 

地域福祉推進計画に基づく福祉学習プログラムの学校での展開について、

福祉と教育の連携促進を目的とした連絡会を立ち上げた。 

開催日 内 容 開催場所 

3月 28 日 地域福祉推進計画・福祉学習プラットフォーム

の説明。学校への福祉学習プログラムコーディ

ネート実施状況の共有。 

郡家老人福祉センター 

 

（５）住民参加による地域福祉事業の充実 

① さわやか福祉基金助成事業 

〇さわやか配食事業 

高齢者の在宅福祉サービスの充実のため、地域住民による配食のボランテ

ィアの活動を支援し、併せて配達ボランティア等により、利用者の安否確認

等の事業を行った。 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

さわやか配食回数 0回 99 回 78 回   177 回   201 回 

さわやか配食数 0食 99 食 78 食 177 食 201 食 
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〇高齢者交流事業 

一人暮らし高齢者の交流会（介護予防事業含む、なかよし会・ぼちぼち会） 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

ぼちぼち会   2 回 ― ― 2 回 4 回 

なかよし会の集い ― 12 回 10 回 22 回 22 回 

利用者数   13 名 142 名 132 名 287 名 304 名 

 
〇男塾（男のチャレンジ Lab.）―男性の集いの場― 
まちづくり委員会で男性の活動の場の創出を促すことを目的に実施した。 

開催日 内容 開催場所 参加者数 

6月 11 日 段ボールオーブンでピザ・燻製 船岡地区福祉施設 12 名 

11 月 21 日 包丁無しで作れる料理 八東総合運動公園 21 名 

 

② 共同募金配分金事業  

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉のまちづくりを推進するこ

とを目的に共同募金の配分金を活用し事業推進を行った。 

【老人福祉活動】 

〇高齢者等の福祉事業  

事  業  名 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

敬老の贈り物事業（米寿） 53 名 25 名 32 名 110 名 136 名 

 

〇老人福祉助成事業 

開催日 事  業  名 開催場所 参加者数 

5月 13 日 
老人クラブ連合会高齢者スポーツ

交流会（ウォーキング大会） 

船岡地域内 
81 名 

 

【障がい児・者福祉活動】 

〇障害福祉サービス事業所助成事業 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

障害福祉サービス事業所数 2ヶ所 2ヶ所 0ヶ所 4 ヶ所 6ヶ所 

 

〇障がい者福祉活動支援事業 

開催日 事  業  名 開催場所 参加者数 

 8 月 23 日 ３障がい団体合同体育大会 八東体育文化センター 74 名 

 

【児童・青少年福祉活動】 

〇生産活動助成事業 

地 域 保育所 小学校 中学校 合 計 令和６年度 

郡 家 3 2 1 6 6 

船 岡 1 1 ― 2 2 

八 東 1 1 ― 2 2 
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〇 保育園児クリスマスプレゼント事業 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

保育園児クリスマスプ

レゼント 
331 名 84 名 51 名 466 名 467 名 

 

【母子・父子福祉活動】  

〇 ひとり親家庭中学卒業お祝い事業 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

中学卒業祝い事業 10 名 0 名 0 名 10 名 ４名 

 

【福祉育成・援助活動】 

〇地域共生型イベント推進会議の設置 

年間の福祉イベントを「地域福祉を推進するための場」として定義づ

け、「地域共生」「相互理解」「つながり」「団体の枠を超えた連携・協働」

として取り組むために、地域共生型イベント推進会議を設置し、同じテ

ーマを 1年を通じて協議を重ねることで、連携・協働を進めた。 

開催日 内  容 参加者数 

5月22日 推進会議の設置・令和7年度事業予定について 12名 

7月25日 令和7年度福祉まつりについて 11名 

9月12日 令和7年度福祉まつりについて 9名 

10月24日 
令和7年度福祉まつり総括・地域共生にじいろフェスタに

ついて 

12名 

12月24日 地域共生にじいろフェスタについて 12名 

2月24日 地域共生にじいろフェスタについて 12名 

3月26日 地域共生にじいろフェスタ総括 12名 

 

〇福祉まつり等開催事業 

運営に携わる人が協働する機会事業を実施し、団体の枠組みを超えた

活動を通して、福祉活動が共通の目標の下で一体的に取り組まれる機運

を高めることを目的に開催した。 

開催日 事  業  名 開催場所 参加者数 

9月 28 日 八頭町福祉まつり 八東総合運動公園 698 名 

 

〇かじや温泉まつり開催事業 

開催日 事  業  名 開催場所 参加者数 

11 月 16 日 かじや温泉まつり 2025 八東地域福祉センター 260 名 

 

 〇地域共生にじいろフェスタ開催事業 

    所属や世代、障がいの有無にかかわらず、さまざまな人が同じ時間、 

同じ場所で一緒に体験する活動や芸術に触れる体験を通じ、相互理解を

進める地域共生社会に向けた取り組みとして開催した。 

 



  
 

22 
 

開催日 事  業  名 開催場所 参加者数 

3月 7日 地域共生にじいろフェスタ 八東体育文化センター 167 名 

 

〇まちづくり委員会活動助成事業 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

まちづくり委員会助成 5団体 4団体 3団体 12 団体 12 団体 

 

〇災害見舞い事業（地震、豪雨、火災等） 

事業名（件数） 令和 7年度 令和６年度 

災害義援金事業（県内外） 8 件 6 件 

      

〇地域福祉活動助成（繋がりづくり、支え合い活動事業助成） 

団体名 活動内容 会員数 

八頭町グラウンドゴ

ルフ協会八東支部 

会員相互及び世代間交流の促進を目的とした事

業 
76 名 

ワンステップ YAZU. 
発達に課題を持つ子どもを持つ親同士の交流と

情報共有を目的とした集いの場づくり 
5名 

遊んじゃおう 
親同士・子ども同士の交流・子育ての悩みの情

報交換を行う場づくり 
6名 

森のおさんぽ会 

にじいろぽっけ 

親子で自然の中で活動しながら、育児の孤独感

を軽減や子育ての楽しさを感じられる場づくり 
11 名 

 

【歳末たすけあい事業】 

事 業 名 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

独居高齢者歳末生活応援

事業（新規事業） 
53 名 22 名 33 名 108 名    ― 

ひとり親世帯歳末生活応

援事業（新規事業） 
75 世帯 20 世帯 9 世帯 104 世帯 ― 

重度障がい者歳末贈り物

事業 
61 名 29 名 34 名 124 名 131 名 

作業所歳末行事助成 38 名 33 名 20 名 91 名 84 名 

 

（６）社会福祉法人連絡会との連携（重点項目） 
① 社会福祉法人連絡会との連携 

  町内５つの社会福祉法人による「八頭町社会福祉法人連絡会」の事務局を

担い、福祉課題の解決に向けた地域づくりへの取組みを推進した。 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加法人 

5 月 14 日    
令和 7 年度第 1 回法人連絡

会代表者会 
八頭町中央公民館 ５法人 

10 月 23 日 第 2回法人連絡会代表者会 郡家老人福祉センター ５法人 

3月 17 日 第 3回法人連絡会代表者会 郡家老人福祉センター ５法人 

 



  
 

23 
 

〇八頭高校看護医療類型コース ボランティア受け入れ 

   医療・福祉に関する進路選択を考えている高校生に対し、ボランティア

活動の場として受け入れ、活動を行った。福祉の仕事に触れることで、高

校生自身の進路や将来の職業選択を具体化できるようサポートし、将来の

福祉人材の確保に向けて推進した。 

【実施期間】令和 7年 7月 22 日～8月 8日 

 【受入延人数】 18人 

 

〇まちの福祉専門職バンク 

社会福祉法人の地域貢献活動の一環として、各法人に所属する専門職をま

ちづくり委員会の活動へ派遣し、住民の健康や福祉に対する知識を高めると

ともに、法人と地域のつながりを広げることを目的として、福祉人材バンク

「まちの福祉専門職バンク」を設置している。 

開催日 派遣先 活動内容 派遣元法人 

4月 9 日 丹比地区まちづくり委員会 

介護老人施設きたやまに

ついて、レクリエーショ

ン支援 

やず 

4月 29 日 隼地区まちづくり委員会 
介護保険制度の説明や介

護の相談研修 
やず 

6月 30 日 船岡地区まちづくり委員会 レクリエーションの支援 
八頭町社会

福祉協議会 

8月 1 日 
大御門地区まちづくり委員

会 
レクリエーションの支援 

八頭町社会

福祉協議会 

9月 19 日 八頭町立郡家西小学校 
高齢者への理解、福祉サー

ビス、尊厳について学ぶ 
やず 

10 月 14 日 
東郡家地区まちづくり委員

会 
レクリエーションの支援 

八頭町社会

福祉協議会 

10 月 15 日 
西郡家地区健康づくりの集

い 

介護保険制度の説明や介

護の相談・研修 
れしーぶ 

10 月 27 日 八東地区まちづくり委員会 レクリエーションの支援 やず 

11 月 21 日 大江地区まちづくり委員会 レクリエーションの支援 れしーぶ 

3月 18 日 済美地区まちづくり委員会 レクリエーションの支援 れしーぶ 

 

〇複合課題に対する相談連携に向けた研修会 

     複合課題に対し、各法人が担う専門的相談機能を有機的につなぎ、複合

化した生活課題の相談にいち早く対応できるネットワークを構築すること

を目的として開催した。 

開催日 内容 会場 参加者 

1月 21 日 モデル事例を用いた意見交換 郡家老人福祉センター 13 名 

 
（７）在宅介護の意識調査及びふくしフェアの開催 

① 在宅介護の意向に関するアンケート調査の実施(6月) 

  ・民生児童委員（61名）・福祉推進員（116 名） 
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・各地域福祉推進協議会委員（21名） 

  ・各地域福祉推進協議会委員に向けたヒアリング 

 

② ふくしフェア inメニユダの開催 
船岡保健センター（メニユダ）の利用促進と介護事業の発信を目的とし

て、社協内の部門を超えた職員がメンバーとなる「介護事業の充実プロジ

ェクト」と船岡支所職員により、船岡保健センターを会場に「ふくしフェ

ア in メニユダ」を開催した。 
開催日 事  業  名 開催場所 参加者数 

8月 30 日 ふくしフェア inメニユダ 船岡保健センター 233 名 

 
３ 包括的な相談・支援体制の強化（重点項目） 

（１）福祉相談支援センター「ほっと」の設置 
相談窓口としての総合支援体制を行うために、あらゆる相談を一旦受け止め

て課題を整理し、専門支援機関につなぐとともに、相談窓口としての機能充実

を図った。 

 
（２）重層的支援体制整備事業 

住民生活が多様化している中で、様々な支援ニーズが表れてきており、これ

までの福祉政策による子ども・障がい者・高齢者・生活困窮者といった縦割り

の支援体制だけでは様々なニーズへの対応が困難になっている。町における既

存の相談支援等の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化した支援

ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、 町から委託を受け多機関

協働事業、アウトリーチ事業、参加支援事業に取り組んだ。 
①  多機関協働事業  

多機関の連携・協働体制を強化し、複雑化、複合化する生活課題を包括的

に受けとめることができる相談体制と、専門分野を横断した支援ネットワー

クの構築を図った。 
〇弁護士相談件数 

 
〇重層的支援体制整備事業に係る町内連携会議 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

7月  4 日 支援会議 八頭町保健センター 6名 

7 月 28 日 支援会議 八頭町保健センター 3名 

9 月 11 日 支援会議 郡家老人福祉センター 7名 

 
② アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 

自ら支援につながることが難しい人、支援が必要であるにも関わらず届い 

開催場所 弁護士相談 回数／件数 令和６年度 

郡家老人福祉センター 
相談回数      12 回   12 回 

相談件数    52 件 46 件 
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ていない人に対し、つながり続ける相談支援を行った。 
〇相談件数 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和 6年度 

相談者数 0名 0 名 2 名 2 名 8 名 

延べ相談件数 0件 0 件 51 件 51 件 97 件 

 
③ 参加支援事業 

     狭間のニーズに対応するため、本人のニーズと地域資源との間を取り持つ

ことで多様な資源の開拓を行い、社会とのつながりを回復する支援を行った。 
 また、個別相談から地域資源へのつながりをつくることを目的に、個別相

談支援を通じた参加支援事業を展開し、地域づくりと個別支援の両輪での支

援体制の構築を推進した。 
〇相談件数 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和 6年度 

相談者数 5名 1 名 0 名 6 名 4 名 

延べ相談件数 217 件 15 件 0 件 232 件 204 件 

 
〇ほっと×Dog プロジェクト 

 地域づくりの一環として、日本スクールドッグ協会と協働し動物介在活動

を取り入れた地域住民の居場所づくりを実施。12 月度からはより多くの人

の参加ができることを目的に月に 2 回の開催のうち 1 回は開催場所を郡家老

人福祉センターに変更して実施している。 
事 業 名 開催場所 回数 延べ参加者 令和 6年度 

ほっと×Dog 

プロジェクト 

国中改善センター、 

郡家老人福祉センター 
23 回 205 名 158 名 

 

〇ほっとファーム 
     ひきこもり状態等にある方への支援の取り組みとして、畑を活用した野

菜づくり事業を実施した。野菜作りの楽しさや喜びを感じることで、社会

参加と新たな生活の軌道となるよう、本人のペースに合わせて寄り添い支

援を行った。 
開催場所 回数 延べ参加者 

船岡保健センター 38 回 69 名 

 
〇ほっと×とどろきプロジェクト 

      船岡地域にある元喫茶店スペースを、地域の誰でも参加できる居場所 
    として再生するプロジェクトを実施している。再生にかかる活動を相談 
    者の「経験」と「挑戦」の機会として展開し、将来的に、地域の交流や 
    アイディアが生まれる場づくりを目指して活動する。 

開催場所 回数 延べ参加者 

喫茶とどろき跡地 17 回 18 名 
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（３）心配ごと相談事業 

    地域住民からの多様な生活課題を受け止め、解決に向けた相談支援を行うと

ともに各関係機関や地域とのネットワークを構築し、住民の福祉向上を図るこ

とを目的に、地域における幅広い協働や連携のもと課題解決に向けた支援体制

を推進した。また、各支部の定例会に参加し、相談連携の強化に努めた。 

① 民生児童委員との連携 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

民生児童委員数 27 名 16 名 17 名 60 名 61 名 

相談件数    9 件   1 件    1 件   11 件   25 件 

 

② 地区総合相談窓口との連携及び相談機能の支援 

     ・集落支援員増員地区（2名体制）10地区で地区総合相談窓口の設置 

（上私都地区、中私都地区、下私都地区、東郡家地区、大御門地区、船岡地区、

済美地区、隼地区、大江地区、安部地区） 

 

（４）日常生活自立支援事業 

県社協と連携を取りながら、高齢者や障がいのある方の財産や権利を守り、

安心して日常生活が送れるよう福祉サービスの利用、日常的金銭管理の支援を

行った。また、日常生活に支障がある方の、福祉サービスの利用に関する相談、

助言等の事業の推進を図った。 

①  日常生活自立支援事業支援員・利用状況（令和 8年 3月 31 日現在） 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

生活支援員数 3名 2 名 0 名 5 名 4 名 

利用者数 9名 3 名 1 名 13 名 13 名 

 

② 相談援助件数 

対象 

地域 
高齢者 

知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 合 計  令和６年度 

郡家 166 件 39 件 258 件 45 件 508 件 388 件 

船岡 52 件 32 件 0 件 1 件 85 件 192 件 

八東 17 件 0 件 0 件 0 件 17 件 49 件 

合計 235 件 71 件 258 件 46 件 610 件 629 件 

 

③ 職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

4月 24 日 
日常生活自立支援事業担当者

研修 

倉吉体育文化会館 

中研修室 
2名 

1 月 26 日・27

日 

日常生活自立支援事業実践力

強化研修 （現任者研修） 

全国社会福祉協議会 

灘尾ホール 
1名 

 

（５）生活困窮者等関連事業 

① 生活困窮者自立相談支援事業  

近年の社会経済構造の変化に対応し、生活保護受給者以外の生活困窮者へ
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の支援を抜本的に行う生活困窮者自立支援法の施行により、自立相談支援事

業として関係機関と連携を図りながら、取り組んだ。 

〇相談・利用件数 

自立支援相談事業 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

新規相談件数 34 件 7 件 14 件 55 件 72 件 

継続支援件数 12 件 9 件  14 件 35 件 23 件 

支援終了件数  4 件  7 件  3 件  14 件 今回から掲載 

プラン作成件数 13 件 4 件  2 件 19 件 37 件 

 

    〇支援調整会議等開催 

会議内容 開催場所 開催回数 参加者数 

自立支援調整担当者会議 郡家老人福祉センター 6回   49 名 

個別支援調整会議（プラン検討） 郡家老人福祉センター 5回(19 件) 34 名 

支援調整会議(人権センター） 中央人権啓発センター 1回(12 件) 9 名 

ひきこもり支援調整会議 郡家老人福祉センター 1回   5 名 

要支援児童等支援調整会議 郡家老人福祉センター 1回(12 件) 6 名 

 

〇職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

4 月 22 日 生活福祉資金担当職員事業説明会 オンライン 4名 

5 月 8 日 生活困窮者自立支援事業初任者研修会 倉吉体育文化会館 2名 

7 月 2 日 生活困窮者自立支援事業担当者連絡会 
鳥取県立福祉人材

研修センター 
2名 

7 月 25 日 
鳥取地域生活保護受給者等就労自立促

進事業協議会 
ハローワーク 2名 

9 月 9 日 

10 日 
福祉職員キャリアパス研修 倉吉体育文化会館 2名 

10 月 23 日 生活困窮都道府県研修 倉吉体育文化会館 2名 

12 月 19 日 持続可能な権利擁護モデル事業 オンライン 1名 

12 月 22 日 
生活福祉資金特例貸付フォローアップ

支援業務に係る市町村担当者研修会 
倉吉体育文化会館 2名 

1 月 29 日 

30 日 

生活困窮者自立支援制度人材養成にお

ける現任者向け研修 
岡山県 2名 

2 月 18 日 地域貢献セミナー 
エースパック未来

中心 
4 名 

2 月 26 日 中間的就労支援推進セミナー 倉吉福祉センター 1名 

3 月 10 日 自立支援推進会議 
鳥取県立福祉人材

研修センター 
2名 

 

② 福司サポートナビ 

 

 

 

開催場所 弁護士相談 回数／件数 令和６年度 

郡家老人福祉センター、

オンライン 

相談回数      12 回 10 回 

相談件数     25 件 7 件 
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③ 相談事業体制の一本化 

            事 業 名 延べ件数合計 令和６年度 

生活困窮者自立支援事業 611 件 683 件 

家計改善支援事業 67 件 138 件 

就労準備支援事業  19 件 83 件 

被保護者家計改善支援事業  2 件 38 件 

被保護者就労支援事業・被保護者就労準備支援事業  19 件 54 件 

地域相談（まちづくり、地域の見守り等） 16 件 19 件 

日常生活自立支援事業 611 件 629 件 

生活福祉資金貸付事業 93 件 92 件 

多機関協働事業 95 件 120 件 

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業  51 件 27 件 

参加支援事業  232 件 204 件 

その他（他機関へつなぐ、情報共有等） 4件 6 件 

      合   計 1,820 件 2,093 件 

 

④ 家計改善支援事業 

家計収支の均衡が取れていないなど、家計に問題を抱える生活困窮者から

の相談に応じ、生活の再生に向けた意欲を引出し、早期に生活が再生される

ように、家計管理に向けた支援を行った。自立相談支援事業との一体的な支

援はもとより、行政機関、保健、福祉、就労、司法、教育、地域、ライフラ

インなどの多様な組織、団体とのネットワークの構築・強化・連携を意識し

て取り組んだ。 

〇相談・利用件数 

家計改善支援事業 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

新規相談件数 2件 0 件  0 件 2 件 22 件 

継続支援件数 8件 3 件  4 件 15 件 15 件 

新規家計プラン作成件数 2 件 3 件  0 件 5 件 15 件 

更新家計プラン作成件数 4 件 0 件 1 件 5 件 ― 

 

⑤ 被保護者家計改善支援事業 

    家計に関する課題を抱えており、自立を助長する観点から家計改善支援を

実施することが効果的と考えられ、本事業への参加を希望する生活保護世帯

を対象として取り組んだ。 

〇相談・利用件数 

被保護者家計改善支援事業 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

新規相談件数 0件 0 件  0 件 0 件 4 件 

継続支援件数 0件 0 件 0 件 0 件 2 件 

支援終了件数 ※今年度から掲載 0 件 1 件 0 件 1 件 ― 

新規家計プラン作成件数 0件 0 件  0 件 0 件 3 件 

支援延べ件数 0件 2 件 0 件 2 件 37 件 

 

 



  
 

29 
 

⑥ 生活困窮者就労準備支援事業 

生活困窮者のうち、複合的な課題があり就労することが困難なものに対 

   し、一般就労に向けた準備として基礎能力の形成からの支援を、計画的か 

   つ一貫して実施し、自立を支援した。 

〇相談・利用件数 

生活困窮者就労準備支援事業 郡 家 船 岡 八 東 合 計 

新規相談件数 0件 1 件 0 件 1 件 

支援延べ件数 20 件 30 件 33 件 83 件 

 

⑦ 被保護者就労準備支援事業 

      被保護者のうち、就労意欲が低い者や基本的な生活習慣に課題を有する者に

対して、一般就労に向けた準備とした基礎能力の形成からの支援を、計画的

かつ一貫して実施し、自立を支援した。 

〇相談・利用件数 

被保護者就労準備支援事業 郡 家 船 岡 八 東 合 計 

新規相談件数 0件 0 件 1 件 1 件 

支援延べ件数 31 件 0 件 5 件 36 件 

 

⑧ 被保護者就労支援事業 

       稼動年齢にある被保護者に対して、就労意欲の醸成及び育成を図り、一般

就労に向けた伴走的支援を行う。 

〇相談・利用件数 

被保護者就労支援事業 郡 家 船 岡 八 東 合 計 

新規相談件数 2件 0 件 0 件 2 件 

支援延べ件数 9件 0 件 0 件 9 件 

 

（６）八頭町フードサポート事業 

     緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった生活困窮者に、生活に必要な

食料等を提供し、生活再建に向けた支援を行うための事業として取り組んだ。

また、鳥取県生活環境部循環型社会推進課が行うフードドライブ事業について、

町と連携して事業の周知、食品の受付、寄付食品の提供調整を行った。 

〇登録・利用件数 

フードサポート事業 
 

協力登録数 

（業者・個人） 

利用者数 物資提供支援件数 

フードサポート件数 9 件  16 名  20 件 

令和６年度 9件   19 名  34 件 

 

（７）えんくるり事業（県内の社会福祉法人が協働実施） 

     様々な「生活のしづらさ」を抱えながら制度に結びついていない、あるいは

制度の狭間にある方の課題など地域における福祉課題・生活課題に対応するた

め、鳥取県社会福祉協議会（基幹）と県内の社会福祉法人による公益的な取り

組みに協働し、困窮相談支援を行った。  
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〇相談件数 

えんくるり事業 令和 7年度 令和６年度 

相談件数     434 件     824 件 

支援件数（現物給付）       1 件       3 件 

就労体験利用者数      5 名      4 名 

就労体験実施回数（延べ）     135 回     100 回 

 

〇職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

7月 22 日 第 1回えんくるり事業相談員連絡会 湯梨浜はごろも苑 2名 

12 月 15 日 第 2 回えんくるり事業相談員連絡会 湯梨浜はごろも苑 1名 

3 月 18 日 第 3 回えんくるり事業相談員連絡会 湯梨浜はごろも苑 1名 

 
４ 資金貸付事業 

社会的基盤の不安定な低所得の方々に、低金利又は無利子での貸付けを行い、

自立に向けた取り組みを推進した。 

① 資金貸付事業件数           （令和 8年 3月 31 日現在） 

資金貸付事業名 
令和７年度 令和６年度 

件数 貸付総件数 件数 貸付総件数 

福祉資金、教育支援資金、その他 14 

110  

15 

115  

緊急小口資金 
（新型コロナウイルス感染症対応） 

22 25 

総合支援資金 
（新型コロナウイルス感染症対応） 

60 62 

緊急小口資金 2 1 

総合支援資金 12 12 

高額医療費貸付事業 0 0 0 0 

小口資金貸付事業 3 3 6 6 

 

② 特例貸付フォローアップ相談・支援事業 

緊急小口資金等の特例貸付において、償還免除の承認を受けた方や償還が

困難など、特に支援が必要と考えられる借り受け人に対し、フォローアップ

支援を行った。 

特例貸付に係るフォローアップ支援 合 計 

相談件数 57件 

 

〇職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

5 月 27 日 

第１回生活福祉資金特例貸付フォローア

ップ支援業務に係る市町村社協担当職員

研修会 

エースパック未

来中心 
2名 
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12 月 22 日 
生活福祉資金特例貸付フォローアップ支

援業務に係る市町村社協担当職員研修会 

倉吉体育文化会

館 
2名 

 
５ 施設管理運営及び指定管理施設の運営 

（１）郡家老人福祉センターの施設管理 

郡家老人福祉センターとして、在宅福祉サービスやボランティア活動などの

地域福祉の拠点として利用を促進し、管理運営・維持管理を行った。 

① 利用件数 

 合 計 令和６年度 

利用件数 53 件 63 件 

利用者数（延べ利用者数） 648 名 825 名 

利用料収入額 25,790 円 25,120 円 

 

（２）委託施設管理（指定管理施設の運営）  

八東地域福祉センター及び船岡保健センターの２施設を町から指定管理を受

託し、地域福祉のコミュニティ拠点となるよう運営に努め、ボランティア活動

等の地域福祉活動の場となるように施設の管理運営を行った。 

① 船岡保健センター（令和４年度～３年間の指定管理） 

 

② 八東地域福祉センター（令和４年度～３年間の指定管理） 

鍛冶屋温泉利用状況 

 合 計 令和６年度 

町内利用者数 9,616 名 9,225 名 

町外利用者数 4,460 名 4,754 名 

身障等利用者数 1,434 名 1,586 名 

ポイント券利用者数 542 名 595 名 

利用者数合計 16,052 名 16,160 名 

温泉利用収入額（円） 4,812,600 円 4,831,300 円 

 
６ 介護予防・地域支援事業（町受託事業） 

（１）生活支援コーディネーターの配置 
介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）の実施にともない、高齢者の 

生活支援・介護予防の基盤整備を推進していくことが求められている。関係者

のネットワークや既存取組・組織等も活用しながら、地域において高齢者の身

近なところでニーズに合ったサービスの開発やサービスの担い手の発掘・養成

 合 計 令和６年度 

利用件数 157 件 201 件 

延べ利用者数  2,235 名  2,419 名 

センター利用収入額（円） 0 円 0 円 
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等を行う、生活支援コーディネーターを配置して事業を推進した。 

① 住民主体通所型総合事業実施支援 

 まちづくり委員会で行う住民主体通所型総合事業の円滑な実施に向けて、

事務手続き支援、事業運営支援、集落支援員への伴走支援を実施した。 

 

② 生活支援の担い手の養成、サービスの開発等の資源開発 

〇研修「生活支援サポーター養成講座」（全３回）の開催 

 ボランティア活動の基本的な知識や心得を学ぶとともに、高齢者や障が

い者の理解を深め、個別支援にも対応ができるボランティア（生活支援サ

ポーター）の養成を進めた。※全てのカリキュラムを修了した人を生活支

援サポーターとして認定した。 

開催日 内 容 開催場所 参加者数 

6 月 25 日
オリエンテーション 
「Let's ボランティア！」 

八頭町中央公民館 9名 

7 月 2 日 

「 障 が い の 理 解 と 共 生 社 会 」  
（あいサポート養成講座） 

「認知症の方に優しいまちづくり」
（認知症サポーター養成講座） 

郡家老人福祉センター 20 名 

7 月 9日 

「加齢に伴う心身変化と歩行介助時

の注意点や見守りについて学ぶ」 

「社協からのメッセージ」 

郡家老人福祉センター 11 名 

 

※地区（住所地）別修了者数 

 上

私

都 

中

私

都 

下

私

都 

東

郡

家 

西

郡

家 

国

中 

大

御

門 

大

江 

済

美 

船

岡 

隼 安

部 

八

東 

丹

比 

全体 

修了者 0

名 

0

名 

０

名 

2

名 

1

名 

1

名 

0

名 

0

名 

1

名 

3

名 

1

名 

0

名 

1

名 

1

名 

11名 

令和６年度 1

名 

2

名 

０

名 

1

名 

1

名 

0

名 

0

名 

0

名 

0

名 

1

名 

0

名 

0

名 

1

名 

2

名 

９名 

 

〇福祉作業所とまちづくり委員会のマッチングによる買い物支援活動 

     まちづくり委員会の参加者の買物ニーズと作業所の商品販売とのマッチ

ングにより高齢者の買物支援を実施した。 

開催日 開催委員会 作業所 

5月 13 日、7月 29 日、9月 30 日、

12 月 2日、1月 27 日、3月 10 日 
隼地区まちづくり委員会 パレアナの家 

5月 15 日、8月 28 日、12 月 4日 下私都地区まちづくり委員会 たんぽぽ作業所 

4月 22 日、9月 9日、10月 5日、

1月 13 日 
東郡家地区まちづくり委員会 たんぽぽ作業所 

6月 2日、10月 20 日、3月 2日 上私都地区まちづくり委員会 たんぽぽ作業所 

7月 16 日、11 月 12 日、2月 25 日 中私都地区まちづくり委員会 たんぽぽ作業所 
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（２）介護予防教室事業（一般介護予防事業） 

高齢者の生きがいと社会参加を促進し、また要介護状態にならないようにす

るために、体操（百歳体操）・運動を取入れながら、認知症や寝たきり予防等の

学習・レクリェーション等を通じて健康維持向上のための事業を実施した。 

① 介護予防教室事業（ミニディ、健康教室等） 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

介護予防教室回数（回） 87 78 60 225 236 

延べ利用者数（名） 845 771 553 2169 2,379 

事業活動収入額（円) ― ― ― 7,161,200 7,481,800 

 

（３）通所型介護予防事業（はつらつ教室）（通所型短期集中サービス事業） 

要支援者等（要支援１、２の認定者及び事業対象者）を対象に地域包括支援

センターが作成する介護予防支援計画に基づき、運動器機能向上プログラムと

口腔機能向上プログラムといった専門的で複合的なプログラムを集中的に実施

し、要介護状態への予防、自立した日常生活の営みができるように実施した。 

① はつらつ教室事業（運動器機能向上・口腔機能向上教室） 

 郡 家 八 東 合 計 令和６年度 

教室回数（回） 48 48 96 96 

延べ利用者数（名） 577 605 1,182 1,093 

事業活動収入額（円) 2,734,210 3,057,150 5,791,360 5,508,620 

 

（４）食の自立支援事業（任意事業） 

 栄養改善が必要な高齢者等に対し、配食の支援を行った。 

① 食の自立支援事業（地域自立生活支援事業） 

 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

配食回数（回） 0 99 0 99 96 

延べ利用者数（名） 0 99 0 99 173 

事業活動収入額（円) ― 103,950 ― 103,950 181,650 

 

（５）家族介護教室事業（任意事業） 

   高齢者を介護している家族などに介護の方法及び予防についての技術の習得、

介護相談などの教室を開催した。 

① 家族介護教室事業 

 合 計 令和６年度 

介護教室回数（回） １ 8 

延べ利用者数（名）  ６ 49 

事業活動収入額（円) 30,000 240,000 

              

（６）産前・産後ヘルパー派遣事業 

母親の産前・出産後間もない時期に、体調不良等のため、育児や家事を行う

ことが困難な家庭にヘルパーを派遣し、育児や家事等の支援を行う。今年度の

利用実績は無かった。 
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（７）子育て世帯訪問支援臨時特別事業 

多様な家庭環境等に関する支援体制の充実を図るため、要支援児童、要保護

児童及びその保護者等を対象に、ヘルパーを派遣し、子育てに関する情報提供、

家事、養育に関する援助を行った。 

 合 計 令和６年度 

延べ利用回数（回） 11 回 12 回 

事業活動収入額（円) 53,460 円 58,320 円 

 
７ 介護保険事業の経営安定化と事業展開（重点項目） 

安心した在宅生活や自立した日常生活を営むことが出来るよう、利用者のニー

ズを把握し、満足していただける質の高いサービスの提供に努めた。また、感染

症対策委員会・虐待防止委員会を開催し、利用者の福祉の増進を図った。 

また、介護サービスの充実と運営の強化を目的に職員の事業検討の場として、

介護事業の充実プロジェクトチームの設置により、よりよいサービスの提供に向

けて協議を行った。 

（１）訪問介護事業、介護予防・日常生活支援総合事業 

介護保険法に基づく訪問介護事業所として、要介護状態にある高齢者及び要

支援等にある高齢者へのサービス提供の充実を図るとともに職員の資質向上を

行い、介護支援専門員との連携を密に保つよう努めた。 

    今年度は、新規利用者が昨年より増加したものの、生活援助や要支援者が多

く、また、入院や施設入所による終了により実績が昨年を下回った。利用件数

は、前年比 99.9％、実績は前年度比 85.1％となった。 

   今年度より、新規事業として、自費サービス『くらし応援ヘルパーサービス』

を開始し、契約は 5件、延訪問回数は 74回となった。 

① 訪問介護事業利用状況 

 合 計 令和６年度 

訪問介護利用件数 1,834 1,733 

介護予防・生活支援総合事業利用件数 786 889 

利用件数計 2,620 2,622 

訪問介護収入額（円） 5,732,375 6,848,110  

介護予防・生活支援総合事業収入額(円) 2,829,725 3,215,110 

収入額合計（円） 8,562,100 10,063,220 

 

② くらし応援ヘルパーサービス事業（自費サービス） 

 

 

 

 

③ 職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

6 月 13 日 ケアプラン研修「訪問介護の使い方」 オンライン 2名 

 合 計 

延べ利用回数（回） 74 回 

事業活動収入額（円) 93,060 円 
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6 月 17 日
社会福祉施設等における食中毒・感染

症発生防止のための研修会 
オンライン １名 

8月 6日～ 

10 月 3日 
認知症介護実践者研修 

鳥取県立福祉人材

研修センター 
２名 

9月 2日 八頭町集団指導 郡家保健センター 1 名 

9 月 30 日 福祉サービス苦情解決事業研修会 オンライン 1名 

10 月 10 日 介護専門職研修（意思決定支援） 
鳥取県立福祉人材

研修センター 
1名 

10 月 27 日 
介護現場におけるカスタマーハラスメ

ント対策研修会 
オンライン 1名 

11 月 13 日 高齢者虐待防止・権利擁護研修 オンライン 2名 

11 月 18 日 介護職員専門研修（高次脳機能障害） オンライン 1名 

11 月 21 日 鳥取市訪問介護事業所集団指導 鳥取市役所 2名 

11 月 26 日 
介護事業所における業務継続計画と机

上訓練体験 
オンライン 2名 

12 月 9日 介護専門職研修（認知症） オンライン 1名 

1 月 15 日 介護専門職研修（口腔ケア） オンライン 1名 

3 月 31 日 鳥取市 集団指導 オンライン 1名 

  

（２）通所介護事業、介護予防・日常生活支援総合事業（デイサービス）（重点項目） 

介護保険法に基づく通所介護事業所として、要介護状態にある高齢者及び要支

援等にある高齢者に、サービスの充実を図るとともに、職員の資質向上に努めた。 

【本所】  

    年度当初は新規相談が多く、上半期は前年度実績を上回ったが、夏場以降、

体調不良による入院や施設入所が続き実績が減少。新規相談よりも終了者が

多い状況が続き 10月～1月は前年度実績割れとなった。 

    今年度末で船岡支所通所介護の閉鎖に伴い、１月より船岡事業所の利用者

を段階的に受入れた。そのため、2 月、3 月は前年度の実績を上回るが、船岡

支所利用者以外の新規相談は少なかった。 

    「介護現場における生産性向上」の伴走支援モデル事業所の指定を受けて

生産性向上の取組みを行い、職員間でアンケートを継続的に実施して業務手

順書の見直しを行う。業務の効率化だけでなく、コミュニケーションも良好

となり、働きやすい職場づくりの土台となった。今後も取組み自体は事業所

内で継続して人材の定着、育成によるサービスの質の向上に取り組んでいく。 

    今年度の実績は前年比 103.4％となった。 

 

【船岡支所】 

今年度は『笑うデイには福来る』をモットーに、レクリエーションや行事

を充実させるとともに、利用者への接遇の向上を図り「また来たい」と思っ

ていただけるデイサービスとなるよう取り組みをおこなった。また、短時間

利用などの利用者のニーズに可能な限り対応できるよう職員の配置等の工夫

を行った。 
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       12 月には今年度末をもって事業所の廃止を利用者、関係者に通知、説明し、

ケアマネジャーと連携しながら利用者・家族の意向を確認して事業所変更の

調整を行った。2 月以降段階的に利用者の事業所変更を行ったため、実績は

減少した。今年度の実績は前年比 88.1％となった。 

   

【八東支所】 

     今年度の目標として、「隙間時間の有効活用をし、少しでも利用者とかかわ

る時間を増やす。特に認知症の方とのかかわりを大切にする」とし、作業療

法の一環として、利用者と一緒に中庭で作物づくりを行ったり、認知症の方

への理解をさらに深めるため、職員が認知症介護実践者研修を受講し、認知

症の方へのチームアプローチを実践するなど、地域の認知症ケアの質の向上

に努めた。年間を通して新規の利用相談はあるも、入所や体調不良による入

院などでサービス休止が多く、実績が伸びず、実人数、利用実績ともに大き

く減少した。今年度の実績は前年比 99.1％となった。 

① 通所介護事業利用状況（食事代等含む） 

 本 所 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

通所介護利用件数 6,735 2,872 5,694 15,301 15,317 

介護予防・生活支援

総合事業利用件数 
811 325 773 1,909 2,296 

利用件数計 7,546 3,197 6,467 17,210 17,613 

通所介護収入額（円） 67,076,920 29,250,761 55,720,317 152,047,998 152,553,462 

介護予防/生活支援総

合収入（円） 
3,468,260 1,542,140 3,716,443 8,726,843 10,619,564 

利用者等利用料収入

額（食事代）（円） 
4,891,900 1,942,850 3,965,650 10,800,400 10,970,050 

収入額合計（円） 75,437,080 32,735,751 63,402,410 171,575,241 174,143,076 

 

② 職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

6 月 18 日 

8 月 16 日 
食品衛生責任者講習会 オンライン 

1名 

1 名 

6 月 27 日 
6 月 30 日 

介護現場の生産性向上に関する普及加速化
事業一式 生産性向上ビギナーセミナー 

オンライン 
2名 
4 名 

7 月 4 日 介護専門職研修会（ポジショニング） オンライン 1名 

7 月 7 日 老施協職員研修会Ⅰ（人材育成） オンライン 1名 

7 月 10 日 認知症介護基礎研修 eラーニング 1名 

7 月 17 日 
介護現場における生産性向上の取り組み啓
発セミナー 

とりぎん文化会館 2名 

7 月 17 日 介護専門職研修会（感染症対策） オンライン 1名 

7 月 20 日 
社会福祉施設等における食中毒・感染症発
生防止のための研修会 

オンライン 2名 

8 月 1 日 介護専門職研修会（移乗） オンライン 1名 

8 月 6日～

10月 3日 
認知症介護実践者研修 

鳥取県立福祉人材

研修センター 
1名 
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8 月 18 日 介護専門職研修会（認知症） オンライン 1名 

９月 1日 

～2日 
中国地区老施協研修大会 広島県 2名 

9 月 30 日 福祉サービス苦情解決事業研修会 オンライン ６名 

10 月 7日 介護専門職研修（レクリエーション） 
鳥取県立福祉人材

センター 
1名 

10 月 10 日 介護専門職研修（意思決定支援） 
鳥取県立福祉人材

センター 
1名 

10 月 15 日 

～16 日 
中国地区老人福祉施設施設長研修会 

米子コンベンショ

ンセンター 
1名 

10 月 21 日 介護専門職研修（生産性向上） 
鳥取県立福祉人材

センター 
2名 

11 月 7日 介護専門職研修（接遇・対応力向上） オンライン 1名 

11 月 13 日 高齢者虐待防止・権利擁護研修 オンライン 3名 

11 月 14 日 

～16 日 
日本通所ケア研究大会 

広島県民文化セン

ターふくやま 
3名 

11 月 18 日 介護専門職研修（高次脳機能障害） オンライン 1名 

11 月 19 日 短期専門講習 レクリエーション技術 県民体育館 1名 

11 月 26 日 介護事業所におけるＢＣＰと机上訓練 オンライン 4名 

12 月 3日 
地域支援事業に関わる作業療法士のステッ

プアップ研修会 
北栄町 1名 

2 月 25 日 
生産性向上の取り組み伴走支援モデル事業

所 成果報告会 

エースパック未来

中心 
3名 

3 月、3回 鳥取市 集団指導 オンライン 4名 

 

（３）居宅介護支援事業 

要介護者ができる限り住み慣れた地域で、最後まで尊厳をもって自分らしい自

立した生活が送れるよう、居宅介護サービス計画（ケアプラン）を作成する介護

支援専門員（ケアマネジャー）を配置し、２事業所で居宅介護支援事業を実施し

た。 

【本所】 

相談件数は、年々増加傾向であり、新規利用者もコンスタントに受け入れて

いるが、体調不良・重度化による入院、入所も多くあり実績は昨年度比

98.3％となった。支援期間も平均 3 年弱で軽度者利用（要介護１～２）も増え

ている。独居、身寄りのない高齢者や障害サービスとの併用など複合的な課題

を抱えるケースも多くなっており、対応に時間を割くことがあり、事業所内で

連携を図りながら対応している。今年度の実績は前年度比 98.4％となった。 

 

【八東支所】 

     今年度は、「傾聴尊重」（丁寧に相手の気持ちを聞き、その思いを大切にしな

がら寄り添いの気持ちで支援を行う）を目標とし、より個別性の高いサービス

が提供できるよう努めた。また、内部・外部の研修にも積極的に参加し、援助
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技術の向上を図るとともに、関係機関と連携し、複合的な課題を抱える事例に

も対応した。 

    年間を通じて新規相談はあったが、サービス利用に繋がらないケースも多く

あり、さらに入所や死亡などによる終了が多く、実績が大幅に減少した。今年

度の実績は前年度比 88.0％となった。 

① 居宅介護支援事業利用状況 

 要介護認定者への居宅介護サービス計画の作成 

 本 所 八 東 合 計 令和６年度 

居宅介護利用件数 1,799 1,290 3,089 3,305 

居宅介護支援収入額(円) 33,125,700 24,000,280 57,125,980 61,303,470 

 

② 介護保険受託事業 

要支援１・２の認定の人に対して介護支援専門員が介護予防サービス計画

を作成した。在宅で生活するための住環境の整備のため、在宅介護を支える

サービスとして手すりの取り付け等、住宅改修を支援した。 

介護保険受託利用状況 

 本 所 八 東 合 計 令和６年度 

居宅予防計画件数 177 201 378 347 

認定訪問調査件数 129 82 211 204 

住宅改修件数 0 0 0 0 

利用件数計 306 283 589 551 

居宅予防計画収入額(円) 841,200 916,920 1,758,120 1,577,300 

認定訪問調査収入額

（円) 
350,580 223,860 574,440 556,920 

住宅改修収入額（円） 0 0 0 0 

収入額合計（円） 1,191,780 1,140,780 2,332,560 2,134,220 

 

③ 職員研修 

開催日 開 催 内 容 開催場所 参加者数 

4 月 10 日 第 1回介護支援専門員連絡会 郡家保健センター 9名 

4 月 21 日

～23 日 
鳥取県認定調査員新任研修 オンライン 1名 

5 月 17 日 
鳥取県介護支援専門員連絡協議会研修

会 

鳥取県立福祉人材

センター 
1名 

6 月 6日 第 2回介護支援専門員連絡会 保健センター 9名 

7 月 1日 

～9月 9日 
介護支援専門員更新研修 オンライン 1名 

7 月 3日 
令和 7 年度生産性向上ビギナーセミナ

ー 
オンライン 1名 

7 月 7日 在宅介護医療連携推進事業研修 鳥取東部医師会 2名 

7 月 11 日 労働セミナー「心の回復力の高め方」 鳥取県立図書館 2名 

9 月 2日 
令和 7年度八頭町集団指導 

第 3回介護支援専門員連絡会 
郡家保健センター 10 名 
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9 月 4日 
福祉サービスにおける苦情に対応する

ために 
オンライン 1名 

9 月 21 日～ 

10 月 20 日 
認定調査員現任研修 オンライン 8名 

9 月 30 日 福祉サービス苦情解決事業研修会 オンライン ２名 

11 月 1日～

11月 2日 
日本介護支援専門員協会全国大会 東京都 2名 

11 月 13 日 第 4回介護支援専門員連絡会 郡家保健センター 9名 

11 月 13 日 

・14 日 
高齢者虐待防止・権利擁護研修会 オンライン 2名 

11 月 14 日 
鳥取県介護支援専門員協会研修会 

「福祉用具の活用」 

鳥取県立福祉人材

センター 
1名 

11 月 26 日 介護事業所におけるＢＣＰと机上訓練 オンライン 2名 

12 月 8日 
「自立支援に資するケアプラン点検」

講師養成研修会 

鳥取県立福祉人材

センター 
2名 

12 月 22 日 第 5回介護支援専門員連絡会 郡家保健センター 8名 

12 月 22 日 要介護高齢者知的障がい者支援研修会 オンライン 1名 

1 月 8日 
八頭町ケアマネ勉強会「介護支援専門

員とグレーゾーン」 

介護老人福祉施設

きたやま 
７名 

2月 9日 第 6回介護支援専門員連絡会 郡家保健センター 6名 

 
８ 障がい福祉サービス事業の充実 

障害者総合支援法に基づく居宅介護事業所として、障がいのある方々が自立し

た日常生活を営むことができるようヘルパーを派遣し、サービスを提供した。 

居宅介護事業は、船岡支所で事業を実施し、生活介護事業は、本所・八東支所

の２カ所で実施した。 

【本所】 

利用者１名が終了となり、９月末をもって事業を廃止した。 

 

【船岡支所】 

居宅介護事業として、障がいの特性に合わせたサービスを提供したが、昨

年度後半に疾病による入院や施設入所、本人希望による休止が相次ぎ、実績

が半数程度に低下した。 

 

【八東支所】 

１名の利用であるが、年度当初から入院されており、実績が無かった。 
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① 障害福祉サービス事業 

 本 所 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

居宅介護事業利用件数 0件 353 件 0 件 353 件 516 件 

重度訪問介護事業利用

件数 
0件 0 件 0 件 0 件 0 件 

生活介護（基準該当）

利用件数 
0件 0 件 0 件 0 件 37 件 

利用件数計 0件 353 件 0 件 353 件 553 件 

事業活動収入額（円） 0 1,072,110 0 1,072,110 2,319,500 

 
９ 共同募金委員会への協力 

八頭町共同募金委員会を通して、地域福祉の推進のための事業として、赤い羽

根共同募金運動、歳末たすけあい募金運動に協力し、職域募金や募金協力事業所

などに募金活動への協力に努めた。 

① 共同募金事業 

 

 

 

② 八頭町共同募金委員会 運営委員・監事合同会議の開催 

回数 開催日 出席状況 審 議 事 項 結果 

第１回 4月 22 日 7／8 
1. 令和６年度事業報告及び一般会計収支決

算について、監査報告 
同意 

第２回 5月 21 日 8／8 
2. 次期運営委員及び監事の選任について 

3. 次期審査委員会委員の選任について 
同意 

第３回 6月 4日 8／8 

4. 八頭町共同募金委員会の会長、副会長の

選任について 

5. 令和７年度共同募金の目標額及び共同募

金推進計画の策定について 

同意 

第４回 9月 5日 8／8 
6. 令和７年度八頭町共同募金委員会の共同

募金運動の実施 
同意 

第５回 3月 4日 7／8 

7. 令和７年度共同募金実績に伴う助成計画

変更（案）について 

8. 令和７年度 社会福祉法人鳥取県共同募

金会 八頭町共同募金委員会 資金収支補正

予算書(案) について 

9. 令和８年度 社会福祉法人鳥取県共同募

金会 八頭町共同募金委員会事業計画

（案）及び資金収支予算書（案）について 

同意 

 

 

 

 合 計 令和６年度 

県外災害義援金（円） 30,903 円 48,193 円 
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③ 共同募金委員会 審査委員会の開催 

回数 開催日 出席状況 審 議 事 項 結果 

第１回 5月 21 日 6／6 
1. 令和５年度募金による令和６年度配分事

業実績の審査について  
議決 

第２回 6月 4日 6／6 

2. 審査委員会の委員長及び副委員長の選任

について 

3. 令和７年度共同募金助成計画策定につい

て 

議決 

第３回 3月 4日 5／6 
4. 令和７年度共同募金実績に伴う助成計画

変更（案）について 
議決 

 

④ 共同募金委員会 監事監査会の開催 

回数 開催日 出席状況 監 査 事 項 

第 1回 4 月 15 日 ２名 令和６年度事業報告及び一般会計収支決算について 

 

⑤ 火災・災害見舞い事業 

 

 

 

 
１０ 諸団体への活動支援 

地域を支える諸団体の育成と支援を行い、地域福祉活動の推進を図りました。 

① 各種福祉団体の会員数(令和 8年 3月 31 日現在) 

団体名 郡 家 船 岡 八 東 合 計 令和６年度 

民生・児童委員協議会 27 名 15 名 16 名 58 名 61 名 

老人クラブ連合会 1,010 名 368 名 83 名 1,461 名 1,677 名 

身体障害者福祉協会 26 名 21 名 31 名 78 名 86 名 

遺族会連合会 173 名 92 名 160 名 425 名 452 名 

心身障害児(者)保護育成会 6 世帯 5 世帯 9 世帯 20 世帯 20 世帯 

 

② 民生・児童委員との連携（一部掲載）  

地 域 開催日 事 業 内 容 参加者数 

郡  家 

4 月 10 日 ４月定例会（支部総会） 22 名 

5 月 8 日 ５月定例会（郡家支部活動方針について） 20 名 

6 月 23・24

日 
一泊視察研修（兵庫県姫路市） 11 名 

7 月 9 日 7 月定例会（支部活動に関する課題集約） 21 名 

8 月 13 日 8 月定例会（郡家支部活動方針について） 22 名 

9 月 18 日 ９月定例会（民生児童委員引継ぎについて） 24 名 

事業名 合 計 令和６年度 

火災見舞金事業（町内）  0 件  0 件 

災害見舞金事業（町内）   0 件   0 件 
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10 月 7 日 県内視察研修（パレアナの家） 16 名 

11 月 12 日 11 月定例会（退任委員挨拶） 20 名 

12 月 １日 臨時総会（委員改選） 20 名 

12 月 17 日 １２月定例会（委員活動引継ぎ） 22 名 

1 月 15 日 1 月定例会（福祉総合支援センターほっとについて） 24 名 

2 月 17 日 ２月定例会（介護保険制度について） 22 名 

3 月 11 日 ３月定例会（生活保護制度について） 18 名 

船 岡 

4 月 24 日 ４月定例会（支部総会） 12 名 

5 月 22 日 
５月定例会（民児協事業に関する意見交換・ワーク

ショップ） 
13 名 

6 月 27 日 ６月定例会兼船岡小学校訪問 10 名 

7 月 16 日～

17 日 
県外先進地視察研修兼７月定例会（広島県広島市  

広島市豪雨災害伝承館・平和祈念資料館） 
9 名 

8 月 28 日 県内視察研修（鳥取刑務所施設参観） 14 名 

10 月 16 日 １０月定例会（ピアサポーターについて） 11 名 

11 月 20 日 
１１月定例会（第２期船岡支部民生児童委員活動方

針の取り組み評価） 
13 名 

12 月  2 日 臨時総会 12 名 

12 月 18 日 
１２月定例会（第２期船岡支部民生児童委員活動

方針の取り組み評価の共有、新旧委員引継ぎ） 
13 名 

1 月 22 日 １月定例会（委員同士による意見交換） 14 名 

3 月  5 日 
３月定例会（福祉相談支援センター「ほっと」およ

び生活福祉資金制度について） 
14 名 

八 東 

4 月  8 日 ４月定例会（支部総会） 12 名 

5 月 13 日 ５月定例会（現在の民生児童委員活動について） 14 名 

6 月 11・12 日 県外視察研修（神戸しあわせの村視察） 6 名 

7 月  8 日 ７月定例会（八頭中学校訪問） 13 名 

７月 23日 八東保育所訪問 6名 

8 月 28 日 県内視察研修（鳥取刑務所施設参観） 11 名 

9 月 9日 
９月定例会（八東地域のまちづくり委員会の活動に

ついて） 
13 名 

10 月 9 日 
１０月定例会（現任期の振り返りを通じた地域課

題・委員活動上の課題について） 
13 名 

11 月 13 日 
１１月定例会（現任期の振り返りを通じた地域課

題・委員活動上の課題について） 
 16 名 

12 月 1日 臨時総会 14 名 

12 月 16 日 １２月定例会（民生委員・児童委員について） 13 名 

2 月 10 日 ２月定例会（生活福祉資金について） 14 名 

3 月 11 日 ３月定例会（地域包括支援センターについて） 14 名 
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③ 老人クラブ連合会の事務、運営（一部掲載） 

地 域 開催日 事 業 内 容 参加者数 

本  部 

4 月 9日 令和 7年度総会 33 名 

5 月 13 日 スポーツ交流会(船岡地域ウォーキング） 81 名 

6 月 3日 女性部役員研修・奉仕活動 8名 

10 月 10 日 会員研修会 59 名 

10 月 18 日 高齢者福祉大会 20周年記念大会 255 名 

11 月 21 日 役員研修会 11 名 

1 月 1 日 会報発行  

1 月 19 日 女性部役員研修会 7名 

郡  家 

4 月 7日 令和 7年度代議員総会 21 名 

5 月 16 日 グラウンドゴルフ大会 32 名 

5 月 17 日 グラウンドゴルフ大会 27 名 

10 月 22 日 役員研修 10 名 

船  岡 

4 月 3 日 総会 16 名 

10 月 31 日 グラウンドゴルフ親睦会 21 名 

 船岡小学校奉仕活動(5/7・10/7・1/20）  

八  東 

4 月 2 日 評議員会 7名 

4 月 25 日 役員研修会 14 名 

10 月 23 日 スポーツ大会 23 名 

 

④ 身体障害者福祉協会の事務、運営（一部掲載） 

地 域 開催日 事 業 内 容 参加者数 

本 部 

4 月 23 日 八頭町身体障害者福祉協会総会 13 名 

5 月 23 日 八頭郡身体障害者福祉協会総会 16 名 

6 月 18 日 八頭町身障者家族親善グラウンドゴルフ交流会 16 名 

7 月 22 日 八頭町議会報告会・意見交換会 7名 

8 月 8 日 八頭町身体障害者福祉協会家族親善研修会 14 名 

8 月 23 日 八頭町身障協会・育成会・家族会合同体育大会 19 名 

9 月 5 日 八頭町身体障害者福祉協会健康教室 12 名 

9 月 19 日 八頭郡身体障がい者グラウンドゴルフ大会 11 名 

9 月 25 日 鳥取県身体障がい者体育大会 15 名 

10 月 8 日 八頭町身体障害者福祉協会奉仕活動 12 名 

10 月 10 日 鳥取県身体障害者福祉協会グランドゴルフ大会 1名 

10 月 17 日 八頭郡身体障害者家族親善体育大会 14 名 

10 月 21 日 東部地区巡回スポーツ教室 6名 

10 月 30 日 鳥取県身体障がい者福祉大会 13 名 

11 月 28 日～ 鳥取県障がい者作品展示会 1名 

2 月 25 日 鳥取県身体障害者福祉協会研修会 11 名 
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⑤ 遺族会の事務、運営（一部掲載） 

地 域 開催日 事 業 内 容 参加者数 

本 部 

4 月 11 日 郡遺族会総会 11 名 

5 月 16 日 町遺族会総会 10 名 

10 月 7 日 八頭郡遺族会員ＧＧ交流会 16 名 

10 月 16 日 鳥取県戦没者慰霊祭 11 名 

郡 家 

4 月 22 日 護国神社春季例大祭 16 名 

4 月 25 日 郡家地域連合遺族会総会 10 名 

9 月 22 日 護国神社秋季例大祭 15 名 

11 月 6日 郡家地域戦没者慰霊祭   34 名 

船 岡 

4 月 22 日 護国神社春季例大祭 3名 

 5 月 8 日 総会及び春季慰霊祭   40 名 

9 月 22 日 護国神社秋季例大祭 3名 

10 月 31 日 船岡地域秋季慰霊祭   31 名 

八 東 

4 月 17 日 八東地域遺族会総会    17 名 

4 月 22 日 護国神社春季例大祭 13 名 

9 月 22 日 護国神社秋季例大祭  12 名 

10 月 30 日 八東地域戦没者慰霊祭  32 名 

 

⑥ 心身障害児(者)保護育成会の事務、運営（主催事業のみ掲載） 

地 域 開催日 事 業 内 容 参加者数 

八頭町 

4月 26 日 八頭町心身障害児（者）保護育成会総会 16 名 

6 月 28 日 第 1回ひといき cafe 14 名 

6 月 5 日 第 1回役員会（第 1回研修会について） 7名 

8 月 23 日 第 1回研修会 6名 

9 月 13 日 第 2回ひといき cafe 14 名 

10 月 2日 第 2回役員会（第 2回研修会について） 9名 

11 月 22 日 第 2回研修会 14 名 

12 月 20 日 第 3回ひといき cafe 18 名 

1 月 8 日 第 3回役員会（第 3回研修会について） 7名 

3 月 21 日 第 4回ひといき cafe 5 名 

3 月 26 日 第 4回役員会（定期総会について） 7名 

3 月 28 日 第 3回研修会（語り合い） 15 名 
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１１．職員状況 

① 職員数の状況                （令和 8年 3月 31 日現在） 

 正職員 
継続雇

用職員 

嘱託  

職員 

臨時 

職員 

登録  

職員 
合 計 令和６年度 

本  所 24 人 3 人 2 人 4 人 15 人 48 人 49 人 

船岡支所 5 人 0 人 1 人 0 人 16 人 22 人 31 人 

八東支所 9 人 2 人 1 人 1 人 24 人 37 人 39 人 

合 計 38 人 5 人 4 人 5 人 55 人 107 人 119 人 

② 退職職員 正職員   ４名 

（令和７年１０月３１日付１名、１２月３１日付１名、３月３１日付２名） 

③ 職員の資格状況              （令和 8年 3月 31 日現在） 

 
社会福

祉士 

精神保

健福祉

士 

社会福

祉主事 

介護支

援専門

員 

保健師 看護師 

理学・ 

作業療

法士 

介護福

祉士 

ヘルパ

ー１・

２級 

正 職 員 9 人 4 人 20 人 21 人 2 人 7 人 2 人 24 人 9 人 

嘱託職員 0 人 0 人 2 人 0 人 0 人 0 人 0 人 4 人 2 人 

臨時・登録 0 人 0 人 3 人 3 人 0 人 7 人 0 人 16 人 26 人 

合  計 9 人 4 人 25 人 24 人 2 人 14 人 2 人 44 人 37 人 

１２．参考資料           （令和 8年 3月 31 日現在） 

 令和７年度 令和６年度 

八頭町の人口 15,085 人 15,393 人 

八頭町の高齢化率 

（65 歳以上の人口比） 

5,875 人 (38.9%) 5,943 人 (38.6%) 

八頭町の後期高齢化率 

（75 歳以上の人口比） 

3,278 人 (21.7%) 3,238 人 (21.0%) 

 

（令和 8年 3月 31 日現在 

 

 

介護保険 

認定者数 

居宅介護サー

ビス受給者数 

地域密着型サー

ビス受給者数 

施設介護サー

ビス受給者数 

要支援１ 145 65 0 0 

要支援２ 159 90 0 0 

計 304 155 0 0 

要介護１ 190 138 36 11 

要介護２ 181 121 28 29 

要介護３ 148 76 27 35 

要介護４ 178 65 32 79 

要介護５ 119 27 23 58 

計 816 427 146 212 

合 計 1,120 582 146 212 

令和６年度 1,134 592 147 218 



（ 資料 ① ）

八頭町社協　介護保険及び障がい福祉事業　年度別事業実績表

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

船岡　実績額 15,292 13,468 13,816 10,810 11,958 10,063 8,655

前年比 72.6% 88.1% 102.6% 78.2% 110.6% 93.1% 86.0%

計　実績額 15,292 13,468 13,816 10,810 11,958 10,063 8,655

前年比 72.6% 88.1% 102.6% 78.2% 110.6% 93.1% 86.0%

船岡　実績額 1,292 ― ― ― ― ― ―

前年比 21.8% ― ― ― ― ― ―

計　実績額 1,292 ― ― ― ― ― ―

前年比 21.8% ― ― ― ― ― ―

本所　実績額 79,567 82,924 77,455 71,494 73,510 72,983 75,437

前年比 107.1% 104.2% 93.4% 92.3% 102.8% 102.1% 103.4%

船岡　実績額 68,584 59,404 55,159 47,635 45,709 37,159 32,736

前年比 102.5% 86.6% 92.9% 86.4% 96.0% 78.0% 88.1%

八東　実績額 78,350 73,546 72,476 76,098 69,100 64,001 63,402

前年比 101.0% 93.9% 98.5% 105.0% 90.8% 84.1% 99.1%

計　実績額 226,501 215,874 205,090 195,227 188,319 174,143 171,575

前年比 103.5% 95.3% 95.0% 95.2% 96.5% 89.2% 98.5%

本所　実績額 39,539 37,096 35,241 33,800 33,939 34,868 34,317

前年比 99.8% 93.8% 95.0% 95.9% 100.4% 103.2% 98.4%

八東　実績額 27,770 27,710 31,091 30,191 29,613 28,570 25,141

前年比 100.4% 99.8% 112.2% 97.1% 98.1% 94.6% 88.0%

計　実績額 67,309 64,806 66,332 63,991 63,552 63,438 59,458

前年比 100.1% 96.3% 102.4% 96.5% 99.3% 99.1% 93.7%

本所　実績額 180 181 173 159 194 42 0

前年比 96.3% 100.6% 95.6% 91.9% 122.0% 26.4% 0.0%

船岡　実績額 2,670 2,996 2,717 3,404 4,636 2,062 1,072

前年比 105.7% 112.2% 90.7% 125.3% 136.2% 60.6% 52.0%

八東　実績額 292 307 325 263 333 216 0

前年比 100.3% 105.1% 105.9% 80.9% 126.6% 82.1% 0.0%

計　実績額 3,142 3,484 3,215 3,826 5,163 2,320 1,072

前年比 104.6% 110.9% 92.3% 119.0% 134.9% 60.6% 46.2%

119,286 120,201 112,869 105,453 107,643 107,893 109,754

104.6% 100.8% 93.9% 93.4% 102.1% 102.3% 101.7%

87,838 75,868 71,692 61,849 62,303 49,284 42,463

91.1% 86.4% 94.5% 86.3% 100.7% 79.7% 86.2%

106,412 101,563 103,892 106,552 99,046 92,787 88,543

100.8% 95.4% 102.3% 102.6% 93.0% 87.1% 95.4%

313,536 297,632 288,453 273,854 268,992 249,964 240,760

99.2% 94.9% 96.9% 94.9% 98.2% 91.3% 96.3%

→12月～新型コロナ
発生 ★制度改正 ★制度改正

（単位：千円）

前年比

合計　実績額

訪
問
介
護

訪
問
入
浴

通
所
介
護

居
宅
介
護
支
援

本所事業所　実績額

前年比

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

前年比

船岡事業所　実績額

前年比

八東事業所　実績額
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